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・
文
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活
動

第
一
節
文
化
活
動

滝
川
市
文
化
協
会

戦
後
の
困
窮
と
混
乱
の
中
か
ら、
精
神
文
化
の
復
興
と

芸
術
文
化
の
向
上
を
期
し
、
そ
の
振
興
を
通
じ
て
明
る
い
社
会
を
指
向
す
る
町

民
の
願
い
は
日
毎
に
高
ま
っ
て
き
た
。

初
め
は
音
楽
鑑
賞
会
を
主
と
し
て
専
ら
芸
術
鑑
賞
等
が
中心
で、
中
央
か
ら

芸
術
家
を
招
へ
い
し
た
り、
会
員
自
ら
の
運
営
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
、
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
で、
第
一
回
「
滝
川
音
楽
鑑

賞
の
会
」
が
開
か
れ
た
り
、
終
戦
前
後、
滝
川
を
訪
れ
た
芸
能
人
を
み
て
も、

滝
川
が
全
道
的
に
も
珍し
い
音
楽
の
メ
ッ
カ
と
し
て
の
状
況
が
窺
い
知
ら
れ

る
。

・
昭
和
十
九
年
十
月
三
日
洪
基
館
で、
藤
原
義
江
歌
劇
団
一行、

高
柳二
葉、
三
上
孝
子、

下
入
川
圭
祐、
浅
岡
麗
子
など

・昭
和
十
九
年
十二
月
平
岡
養
一、
田
中
園
子

・昭
和二
十
一
年
斉
田
愛
子、
渡
辺
千
世、
藤
原
義
江
歌
劇
団
一
行
(二
度
目
)

・昭
和
二
十二
年
原
信
子
の
オペ
ラ、
四
谷
文
子
、
藤
井
典
明

大
谷
冴
子
(ソプ
ラ
ノ
)、
高
木
東
六
(ピ
アノ
)、
久
本
成
夫
(ピ
ア

ノ)、
巌
本
真
理
(ヴ
ァイ
オ
リ
ン
)、
野
辺
地
瓜
丸、

・
昭
和
二
十
四年

昭
和二
十
五
年
斉
田
愛子

(二
度
目)、

渡
辺
千
世
(二
度
目)、

佐
藤
良
雄

・
昭
和二
十
六
年
宮
操
子、
江
口
隆
哉
(バ
レ
エ)

・
昭
和二
十
八
年
村
尾
護
郎、
安
川
正
子

・
昭
和二
十
九
年
諏
訪
根
自
子
(
ヴ
ァイ
オ
リン
)、
藤
原
義
江
歌
劇
団
一
行
(三
度
目)

ま
た、
昭
和二
十
一
年
の
秋、
戦
後
初
め
て
の
作
品
展
を、
当
時
は
場
所
が

な
い
た
め
警
察
署
演
武
場
と
職
業
安
定
所
の二
階
を
借
り
、
作
品
を
一
般
か
ら

募
集
し
た
が、
こ
れ
は、
そ
の
後
の
文
化
行
事
の
源
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て、
翌
二
十二
年
五
月
五
日、
創
立
総
会
が
開
か
れ、
会
長
に
五
十

嵐
一
郎、
副
会
長
武
田
勝
夫、
佐
野
一
夫
が
選
ば
れ
たの
で
あ
る
。

..

そ
の
こ
ろ
よ
り
、
人
心
も
や
や
落
着
き
、
民
謡
、
箏
曲
、
舞
踊、
演
劇
、
バ

レ
エ等
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
が、
発
表
会
を
開
く
た
め
の
会
場
が
問
題
と

な
っ
た
。

た
ま
た
ま
、
社
会
教
育
法
に
よ
る
公
民
館
設
置
の
こ
と
が、
全
国
的
に
も
高

ま
り、
滝
川
に
も
ぜ
ひ
公
民
館
を
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
も
基
金

を
少し
で
も
造
成
し、
町
当
局
を
動
か
そ
う
と
「公
民
館
建
設
基
金
造
成」
と

銘
う
っ
て
「
芸
能
発
表
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
会
場
を
当
時
の
文
化
劇
場

で
行
い
盛
況
で、
こ
れ
が
や
が
て
文
化
祭
芸
能
発
表
の
は
し
り
と
な
り、
今
日

に
及
ん
で
い
る
。

協
会
は、
各
文
化
団
体
の
連
絡
融
合
と
親
睦
を
図
り、
市
の
各
種
行
事
へ
の

積
極
参
加、
市
民
の
鑑
賞
と
憩
い
を
高
め、
市
の
文
化
向
上
に
貢
献
す
る
所
が

多
大
で
あ
る
。

発
足
当
時
の
加
盟
団
体
は
次
の
二
二
団
体
で、
そ
れ
ぞ
れ
私
費
を
投
じ、
自

ら
労
力
的
に
も
献
身
し、
文
化
の
向
上
の
た
め、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
催
し

て、
い
わ
ゆ
る
誠
実
な
文
化
活
動
を
続
け
た
こと
は
賞
讃
に
値
し、
こ
の
半
数

は
現
在
姿
を
消
し
て
は
い
る
が、
よ
き
種
の
芽
生
え
は
今
日
ま
で
受
け
継
が
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れ、
今
や
一〇
〇
に
近
い
団
体
が
華
し々
く
文
化
活
動
を
展
開し
て
いる
姿
を

見
る
時、
先
人
の
偉
業
を
讃
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

加
盟
団
体

滝
川
バ
レー
研
究
会、
滝
川
藤
間
会、
東
流
昶
鈴
会
、
箏
曲
出
村
社
中、
箏
曲

櫛
田
社
中、
箏
曲
塚
野
社
中、
滝
川
バ
イ
オ
リ
ン
研
究
所、
白
滝
合
唱
団、
滝

川
管
絃
楽
団、
こ
ま
ど
り
音
楽
教
室
、
琴
古
会
滝
川
支
部、
郡
山
流
同
好
会、

滝
川
宝
生
会
、
滝
川
観
世
会、
滝
川
民
謡
振
興
会、
滝
川
民
謡
研
究
会、
池
の

坊
滝
川
支
部、
小
原
流
滝
川
支
部、
裏
千
家
研
究
会、
墨
仙
書
道
会、
宗
徧
流

明
道
会
北
海
道
支
部、
空
知
写
真
倶
楽
部

そ
の
機
関
誌
と
し
て
、
「真
珠」
を
発
行
、
昭
和二
十
七
年
に
は
四
号
を
出

し
て
お
り、
滝
川
文
化
活
動
の
一面
を
表
し
て
い
る
。

な
お、
文
化
協
会
創
立
以
前
の
文
化
活
動
の
歩
み
を
挙
げ
る
と
、
次
の
事
項

が
見
受
け
ら
れ
る
。

4)
「箏
曲
生
田
流」
教
授
井
上
ナ
ミ
、
奥
許
神
部
東
枝、
門
下
生
を
も
つ
。

"1 11

"1

明
治

「箏
曲山
田
流」
山
本
喜
美勢、

教
授す
る、

4
5続
く
。

大
正
3
「
華
道
松
月
流
古
道」
前
山
徳
太
郎、
杉
本
文
吉
等、
男
性
に
よ
り
同
志
的
に
行

わ
れ
る
。

「謡
曲
宝
生
流
」
野
村
巌
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ、
寒
河
江
巧
そ
の
後
を
引
き
継

"
. 6
「尺
八
琴
古
流
」
山
本
新
太
郎
(種
羊
場)
の
名
あ
り
、
「華
道
池の
坊
」
他
か

ら
の
師
に
よ
り
始
ま
り
、
「
俳
句」
吟
風
社
が
酒
井
弧
舟、
林
畝
山
等
に
よ
り
、
ま

た、
木
の
芽
吟
社
が
白
山
友
正
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

ヘ
11
「菊
花
友
の
会」
発
足、
会
長
に
広
部
伊
織
が
な
る
。
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大
正
12

「短
歌」
金子
協平
が
金の
鈴を
出
す。

11
00

「音
楽
協
会」
と
改
称、
和
久
井
重
一
を
指
導
者と
す
る
。
そ
の
後
新
谷
早
苗
会

長
と
なり、

N
H
K
札
幌から

放
送、
十
四、
十
五
年
もラ
ジ
オ放
送、
慰
問演
奏

11
2
を
続
け
る
。

「
滝
川
管
絃
楽
団
」
と
改
称
す
る
。

「盤
景
紫
山
流
」
杉
村
哲
子
支
部
長
と
な
る
。

79
「舞
踊
藤
間
流
」
の
佐
木々
舞
踊
研
究
所
発
足
す
る。
藤
間
勘
太
哥
名
取
教
授
免

11

許
と
な
る。

11 11 114
「新
短
歌
」
支
部
と
な
る
。

「
滝
川
歌
人
会
」
創
設、
石
黒
白
萩、
金
子
照
葉、
白
井
敏三
等
に
よ
り
新
歌
人

00祭
を
発
行
。

「俳
句」
笹
笛
吟
社
が、
相
馬
冬
雨
楼、
石
黒
白
萩、
林
畝
山
等
に
よ
り
続
け
ら

れ、
滝川
俳壇
の
全
盛
時代
を
つく
る。

「囲
碁
同
好
会」
佐
藤
勘
次
郎
を
会
長
と
し
て
発
足
す
る
。

1
「書
道」
御
手
洗
書
道
会
が少
覚
史
山に
よ
り
始めら

れ、
そ
の
後
「墨
仙
書
道

会
」
と
改
称
す
る
。

11
8

「
滝
川
棋
友
会
」
発
足、
大
竹
竹
蔵
会
長
と
な
る
。

「華
道
池
の
坊
」
北
空
知
支
部
結
成、
浅
田
き
た
支
部
長
と
な
る
。

「三
曲
若
菜
会
」
支
部
発
足
す
る
。

〃11 11

11

「将
棋
」
丹
野
俊
次
郎
に
よ
り
始
め
ら
れ
る
。

1

18 16 10

10

文
化
協
会
は
当
初、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
美
術
思
想
綜
合
協
力
機
関
と
し
て、
現

在
の
文
化
協
会
と
は
違
っ
た、
相
当
幅
広
い
分
野
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
解
か

る
が、
そ
の
後、
文
化
祭
芸
能
発
表
・
展
示
会
が
中
心
と
な
り
、
体
育
関
係

は、
体
育
協
会
の
設
立
に
よ
り
、
性
格
も
す
っき
り
と
し
た
。

文
化
協
会
は
そ
れ
自
体
が
事
業
団
体
で
は
な
く、
活
動
の
主
体
は
加
盟
単
位

団
体又
は
そ
の
連
合
体
で
ある
と
の
原
則
に
よ
って
い
る
。

843

5
ぐ
。 屯
田
兵
時
代
「俳
句」
の
兼
子
梅
堂、
浦
部
兎
月
の
名
あ
り
。

35
山
本
タ
ッが
「
華
道
利
休
流」、

「茶
道
宗
遍
流」
の
指
導
を
な
し
二
代
山
本
ソ

デ
、
三
代
岡
崎
田
鶴
子
と
続
い
た
。

「謡
曲
観
世
流
」
高
畑
雄
五
郎
に

"1

昭
和
5
杉
村
定
計
宅
で
尺
八
、
「滝
川
ハ
ー
モ
ニカ
バ
ン
ド
」
が
、
鈴
木
善
治
に
よ
り
始

め
ら
れ
る
。

「短
歌
」
滝
川
純
正
詩
社
支
部、
石
黒
白
萩

2
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芸
能
発
表
・
展
示
会

最
初
は
警
察
署
・
職
安
を
借
り
て
行
った
が、
公
民

館
の
建
設
の
願
い
は、
昭
和三
十三
年
八
月
待
望
の
市
民
会
館
落
成
と
な
り
、

芸
能
祭
り
は
会
館
で、
展
示
会
は
昭
和二
十
六
年
か
ら
一
小、
三
小、
明
苑
中

な
ど
で
開
催、
市
民
の
期
待
に
応
え
て
き
た。

そ
の
後、
人
口
増
や
大
ホー
ル
の
必
要
性
が
高
ま
り、
江
部
乙
町
と
の
合
併

後、
文
化
セ
ン
ター
建
設
の
問
題
が
お
こ
り
、
昭
和
四
十
八
年
六
月、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
落
成
を
見
た
。

文
化
セン
タ
ー
の
開
館
に
あ
た
っ
て
は
、
滝
川
市
よ
り
要
請
が
あ
り
、
同
会

館
記
念
行
事
実
行
委
員
会
(委
員長
武
田勝
夫)
を
組
織、
落
成
記
念
芸
能
・
展

示
発
表
と
し
て、
文
化
団
体
加
盟
団
体
参
加
協
力
の
も
と
、
新
装
な
っ
た
文
化

セ
ン
ター
を
市
民
に
披
露
さ
れ、
芸
能、
展
示
発
表
が
な
さ
れ
た。

そ
の
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

芸
能
発
表
―‒大

ホ
ー
ル

六
月
二
十三
日
詩
吟、
音
楽、
バ
レ
エ
六
月二
十
四
日
邦
楽、
邦
舞、
民
謡、
太
鼓

・
六
月
二
十
五
日
老
人
の
芸
能、
若
者
の
集
い

六
月二
十
六
日
館
内
自
由
見
学、
茶
室
披
露、
六
月二
十
七
日
子
ど
も
音
楽
会

展
示
発
表‒‒会

館
棟

六
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日
華
道、
盤
景、
手
芸、
刀
剣、
写
真、
銘
石、
絵
画、
文
芸

ま
た、
こ
の
間、
国
で
は
文
化
庁、
都
道
府
県
で
は
文
化
振
興
課
が
置
か
れ

一
市
町
村
の
文
化
活
動
も
広
域
化
し
、
昭
和
四
十
三
年
五
月、
空
知
文
化
団
体

連
絡
会
が
発
足、
初
代
会
長
に
武
田
勝
夫
が
選
任
さ
れ、
同
四
十
四
年
度
に
は

第
一
回
空
知
芸
能
祭
を、
滝
川
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ、
以
後
こ
の
芸
能
祭
で

管
内
文
化
団
体
の
交
流
が
活
発
化
さ
れ
て
き
た
。

な
お、
昭
和
四
十
六
年
四
月、
江
部
乙
町
と
の
合
併
に
よ
る
新
滝
川
市
の
誕

生
に
よ
っ
て、
ここ
から
滝
川
市
民
文
化
祭
の
第
一回
目
が
始
ま
り、
そ
れ
以

来
毎
年
文
化
祭
は、
江
部乙
会
場、
滝
川
会
場
に
わ
か
れ
芸
能
発
表
と
展
示
発

表
が
行
わ
れ、
発
表
内
容
に
つ
い
て
も
、
市
民
文
化
祭
と
い
う
こ
と
で、
加
盟

す
る
各
単
位
団
体
と
一
般
市
民
の
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
よ
う
な
内
容
の
も
と
に、
滝
川
会
場
に
お
い
て
は
、
発
表
参
加
団
体
が

年
増々
加
し
て
い
る
の
で、
展
示
及
び
芸
能
に
お
い
て
は、
毎
年
二
部
(二
期)

に
分
け
て
発
表
。
絵
画
や
書
道
は
独
立
し
た
会
場
と
し
て
高
林
デ
パ
ー
ト
な
ど

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り、
発
表
内
容
の
増
大
化
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
を
通
じ
各

部
門
ご
と
に、
時
期
を
と
ら
え
て
の
開
催
な
ど
、
文
化
祭
開
催
の
方
向
も
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

加
盟
団
体
沿
革
‒
創
立
以
来
一

◎
滝
川
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
研
究
所
昭
和
二
十
八
年
九
月
、
「児
童
の
情
操
と
音

感
教
育
」
を
目
的
と
し
て
創
設
す
る
。

所
在
=
滝
川
市
大
町
二
六
木
原
義
春
会
員
数
八
〇
名

歴
代
会
長
初
代
森
秀
一
郎
昭
二
八
・
九

◎
滝
川
管
弦
楽
団
(過
去
の
名
称
滝
川
ハ
ー
モニ
カ
バ
ン
ド
、
滝川
音
楽
協
会)
昭
和
五

年、
「純
正
な
音
楽
の
実
技
を
通
し
て
互
い
の
情
操
を
高
め
る
」
を
目
的
に
創

設
す
る
。

所
在
=
滝
川
市
大
町二
六
木
原
義
春
会
員
数
二三
～
四
〇
名

歴
代
会
長
初
代
新
谷
早
苗
二
代
鈴
木
善
治

◎
ヤ
マ
ハ音
楽
教
室
昭
和
三
十
四
年
九
月
十
九
日、

「オ
ル
ガ
ン
、
。ピ
ア
ノ

に
よ
っ
て
情
操
教
育
を
指
導
す
る
」
目
的
を
も
っ
て
創
設
す
る
。

所
在
地
=
滝
川
市
大
町
八
中
川
斉
会
員
数
七〇
名

歴
代
会長

初
代
中
川
斉
昭三
四・
九

◎
白
滝
合
唱
団
昭
和二
十
四
年
九
月、

「世
相
混
沌
た
る
今
日、
若
い
人
達
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に
う
る
お
い
の
な
い
野
卑
な
歌
の
多
い
中、
少
し
で
も
若
人
の
心
に
潤
いと
喜

び
を
持
つ
よ
う
、
美
し
い
歌、
き
れ
い
な
ハー
モニ
ィ
と
共
に
楽
し
さ
を
味
わ

う
グ
ルー
プ
づ
く
り
」
を
目
ざ
し
て
創
設
す
る。

所
在
=
滝
川
市
栄
町
川
崎
四
郎
会
員
数三
〇
名

歴
代
会
長
初
代
浅
野
秋
夫
昭二四・

九
二
代
美
島
孝

◎
こ
ま
ど
り
音
楽
教
室
昭
和
三
十
二
年
五
月、

「児
童
、
生
徒
の
音
感
教
育

に
資
す
る
」
目
的
で
創
設
す
る
。

所
在
=
滝
川
市
栄
町
三
丁
目
四
番
神
部
富
美
子
会
員
数
四〇
名

歴
代
会
長
神
部
富
美子

◎
日
赤
音
楽
奉
仕
団
昭
和
四
十
年
三
月
、
「軽
音
楽
を
通
じ
て
相
互
の
教
養

を
高
め、
市
民
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

歴
代
会長

初
代
真
田整
一
二
代
森

◎
市
民
合
唱
団
昭
和
四
十
年
九
月、

「音
楽
を
通
し
て
相
互
の
教
養
を
高
め

市
民
文
化
の
向
上
を
図
ろ
う
」
と
、
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

所
在
=
滝
川
市
大
町
市
役
所
内
中
文
雄
会
員
数
三
〇
名

歴
代
会
長
奈
良
勝
博

◎
小
原
流
国
風
会
空
知
支
部
一
照
会
昭
和
二
十
五
年
五
月
「
華
道
の
振
興
普

及
を
図
り、
文
化
の
向
上
に
資
す
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

所
在
=
明
神
町
二
丁
目
本
間
如
照
会
員
数
一〇
〇
名

歴
代
会
長
初
代
本
間
治
助
二
代
本
間
如
照

◎
ア
カ
シ
ヤ
滝
川
支
部
昭
和二
十
一
年
三
月
一
日
、
「伝
統
の
中
に
近
代
を

確
立
す
る
抒
情
俳
句
を
主
眼
と
し
て
発
展
し
、
現
在
は
生
活
の
歌
声
を
主
唱
す

る
」
を
目
指
し
創
設
す
る
。

所
在
=
滝
川
市
大
町
石
黒
白
萩
会
員
数
一
五
名

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

歴
代
会
長
初
代
石
黒
白
萩
二
代
相
馬
冬
雨
郎
三
代
吉
田
え
い
じ

◎
氷
原
帯
滝
川
支
社
昭
和二
十
四
年
十
二
月
一
日、

「生
活
俳
句
を
主
眼
と

し
て
働
く
者
の
文
芸
振
興
」
を
目
的
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

所
在
=
滝
川
市
泉
町
一
八
六
見
沢
一
鬼
会
員
数
五
名

歴
代
会
長
初
代
川
端麟
太
二代

見
沢
一
鬼

◎
原
始
林
滝
川
支
社
昭
和三
十
五
年、

「短
歌
の
道
を
学
び
豊
か
な
人
間
性

を
育
て
る
」
を
目
的
と
し
創
設
す
る
。

所
在
=
朝
日
町
一
二
四
野
田
牧
聖
会
員
数
一
八
名

歴
代
会
長
野
田
牧
聖

◎
東
流
昶
鈴
会
昭
和二
十
一
年
一
月、

「東
流
舞
踊
を
通し
て
の
文
化
向
上

を
目
指
し
研
鑚
し、
日
本
舞
踊
の
普
及
に
努
力、
子
弟
育
成
に
精
進
す
る
」
を

目
的
と
し
創
設
さ
れ
た
。

所
在
=
滝
川
市
栄
町
四
七
六
東
昶
鈴
会
員
数
四〇
名

歴
代
会
長
初
代
若
松
由
五
郎
昭三
・
一

昭
和三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
「写
真
同
好
者

◎
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
ク
ラブ

に
よ
る
技
術
の
向
上
を
目
指
す
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

所
在
=
滝
川
市
緑
町
滝
川
高
校
内
藤
波
孝
成
会
員
数三
〇
名

歴
代
会
長
藤
波
孝
成

◎
斉
藤
書
芸
社
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日、

「伝
統
あ
る
正
し
い
書
道
を
通

し
て
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
よ
う
」
と
し
て
創
設
す
る
。

所
在=
花
月
町一
一五
斉
藤
露
石
会
員
数
一八
名

歴
代
会
長
斉
藤
露
石

◎
木
く
づ
会
昭
和
四
十
一
年
五
月
「木
彫
を
通
し
家
庭
に
於
け
る
情
操
陶
冶

を
図
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

所
在
=
本
町三
六三

広
部
と
み
子
会
員
数
一
四
名
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所
在
=
滝
川
市
大
町
市
役
所
内
福
田
正
巳
会
員
数
一
八
〇
名

憲
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歴
代
会
長
広
部
と
み
子

◎
札
幌
木
こ
り
会
滝
川
支
部
昭
和
四
十二
年
十
一
月
「木
彫
工
芸
の
技
術
を

練
磨
し
情
操
を
高
め
る
」
を
目
的
と
し
創
設
す
る
。

所
在
=
東
滝
川
七
三
五
平
沢
正
子
会
員
数
一八
名

歴
代
会長

平
沢
正子

◎
ダ
リ
ヤ
同
好
会
昭
和
四
十
八
年
「
ダ
リ
ヤ
の
花
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
の

情
操
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
る
」
を
目
指
し
て
創
設
す
る
。

所
在
=
黄
金
町
中
川
喜
夫
会
員
数
五
〇
名

歴
代
会長

中
川
喜
夫

◎
滝
川
市
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
昭
和
四
十
二
年
十
月
九
日
「青
少
年
教
育
並

び
に
産
業
教
育
に
共
通
す
る
人
間
形
成
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
課
題
の
共
同
研

究
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

所
在
=
滝
川
市東
町
六
八
前
野
満
雄
会
員
数二
三
名

歴
代
会
長
柳
元
豊

◎
郷
土
研
究
会
昭
和三
十
一
年
二
月
二
日、

「郷
土
の
調
査
研
究
を
し
資
料

を
整
え
、
郷
土
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

所
在
=
滝
川
市
一の
坂
町
藤
波
孝
成
会
員
数二
八
名

歴
代
会
長
初
代
藤
波
孝
成
昭
三
二
代
三
浦
光
正
昭
四

現
在
(昭
和
五
十
二
年
)

◎
滝
川
三
曲
会
昭
和二
十
八
年
十
月
十
八
日、
本
町
五
丁
目
四
の
一
八
に、

三
曲
会
事
務
局
を
置
き、
会
員
三
五〇
名
を
も
って、

「会
員
の
親
睦
と
技
能

を
向
上
さ
せ、
邦
楽
(三
曲)の

中
核
的
推
進
力
と
な
り
、
文
化
の
向
上
発
展
に

斯
道
を
通
じ
貢
献
す
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

歴
代
会
長
久
保
茂
雄
昭
和三八・二〇・八

◎
琴
古
流
尺
八
滝
川
琴
古
会
昭
和二
十
三
年
十
月
一
日、
滝
川
市
本
町
五
丁

目
四
の一
八
に
所
在、
会
員
一
五
名
を
も
っ
て
「
邦
楽三
曲の
合
奏
研
究
と
発

表
を
通
し
て
そ
の
普
及
に
努
め、
技
能
の
向
上
に
よ
り
中
核
的
推
進
力
と
な

り
、
会
員
の
親
睦
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
」
を
目
的
に
創
設
し
た
も
の
で

あ
る
。歴
代
会
長
初
代
日
野
鈴
渉
昭
和三
・10・

一

◎
都
山
流
尺
八
同
好
会
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
、
滝
川
市
泉
町
一三
五
番

地
九
五
に
所
在、
会
員
三
名
に
て
「
都
山
流
尺
八
の
研
究
練
磨
と
そ
の
普
及、

会
員
相
互
の
親
睦
向
上
に
努
める
」
を
目
指し
創
設
す
る
。

歴
代
会
長

初
代
小
林
安
治
昭
和三
・
四・一

◎
滝
川
若
菜
会
支
部
昭
和
十
八
年
一
月、
栄
町
一
丁
目
九
十
四、
出
村
雅
楽

都
美
を
所
在
と
し
、
会
員
二
〇
名
「
相
互
の
技
術
向
上、
親
睦
の
た
め三
曲
演

奏
会
の
外、
研
究
発
表
会
に
よ
り
斯
道
の
精
進
と
前
進
に
努
め
る
」
を
目
的
と

し
創
設
し
た
。

二
代
石
川
協
山
昭
和
四
・
四・
一

歴
代
会
長

初
代
根
井
清
昭
和

二
代
武
田
勝
夫
昭
和三

◎
米
内
山
社
中
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
、
西
町
九
番
地
米
内
山
雅
楽
泰
を

所
在
と
し
、
箏
曲
・
三
絃
教
授
を
目
的
に
創
設
、
会
員
数
二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
米
内
山
雅
楽
泰
昭
和三
九
・
一一

◎
生
田
流
正
派
滝
川
三
曲
会
山
口
雅
楽
優
社
中
昭
和二
十
八
年
十
月
十
八
日

本
町
五
丁
目
一
の
七、
山
口
雅
楽
優
を
所
在
に、
会
員
数三
五
名
「日
本
音
楽

(邦
楽)
の
研
究、
普
及
に
努
め
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

歴
代
社
中
代
表
初
代
塚
野
雅
比
都

◎
森
谷
雅
楽
瑞
社
中
昭
和三
十
八
年
六
月、
江
部
乙
町
東
十三
丁
目
、
森
谷
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照
子、
会
員
二
九
人
を
も
っ
て
「み
ん
な
が
楽
し
め
る
邦
楽
の
普
及
」
を
目
的

と
し
て
創
設
す
る
。

◎
生
田
流
正
派
若
菜
会
櫛
田
社
中
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
八
日、
明
神
町
四

ー
一
〇
、
櫛
田
雅
楽
美
峰
に
所
在、
会
員
数
八
〇
名、

「邦
楽
箏
曲三
絃
の
研

究
と
発
表
を
通
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
る
」
を
目
指
す
。

歴
代
会
長
櫛
田
雅
楽
美
峰

◎
生
田
流
正
派
若
菜
会
北
村
社
中
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十
八
日、
泉
町
一

三〇
―‒五
、
北
村
雅
楽
秀
峰
に
所
在、
会
員
数
三
〇
名、

「邦
楽
箏
曲三
弦
の

研
究
と
発
表
を
通
し
て
そ
の
普
及
に
つ
と
め
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

歴
代
会
長
北
村
雅
楽
秀
峰

◎
生
田
流
正
派
静
調
会
北
出
社
中
昭
和三
十
五
年
十
月
二
十
四
日、
大
町
二

ー
一
、
北
出
雅
澄、
会
員
数
二
五
名
を
も
っ
て
「
邦
楽
箏
曲三
弦
の
研
究
と
発

表
を
通
し
そ
の
普
及
に
つ
と
める
」
を
目
的
に
創
設
。

歴
代
会
長
北
出
雅
澄

◎
滝
川
民
謡
連
合
会
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日、
各
会
代
表
者
が
集
ま
り、

竜
正
会
、
振
興
会、
研
究
会、
滝
鉄
会、
美
声
会
の
五
支
部
で
発
足
す
る
。
翌

四
十
二
年、
西
町
民
謡
会、
四
十
四
年
に
は
隆
城
会、
四
十
五
年、
江
部乙
会

鵬
生
会、
五
十
年
新
生
会
等
が
入
会
し、
退
会
も
あ
り、
現
在
は
竜
正
、
振

興
、
晴
友、
研
究、
隆
城、
鵬
生、
江
部
乙、
新
生
会
の
八
支
部、
滝
川
市
西

町
四〇
四
の
一
四、
阿
部
弘
を
所
在
と
し
、
会
員
一
八
二
名、

「各
種
民
謡
の

研
究
を
通
じ
、
会
員
相
互
の
識
見
と
技
能
の
陶
治
に
つと
め
る
と
共
に
そ
の
普

及
を
計
り
、
民
謡
の
発
展
と
品
位
の
向
上
に
つ
と
め
る
」
を
目
的
と
し
進
め
て

い
る
。歴
代
会
長第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

初
代
中
村正
男
昭
和
四一・

四・
一
二代

福
島立
治
昭
和
四六・

一・
二
八

◎
滝
川
民
謡
竜
正
会
昭
和三
十
八
年
十
月
十
一
日、

「民
謡
愛
好
同
志
の
協

力
に
よ
り、
趣
味
を
豊
か
に
個
性
を
高
め、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
」
を

目
的
と
し
て
創
設
、
明
神
町
四
丁
目二
一‒二
三
、
石
坂
繁
夫
に
所
在、
会
員
数

一
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

昭
和
元
・二〇・三

昭
和
瑩
・
一・一

初
代
菊
地
竜
峰

三
代
田
中
正
雄

五
代
石
坂
繁
夫
昭
和
巴
・
一・六

◎
滝
川
市
民
謡
振
興
会
昭
和三
十
四
年
九
月
二
日、

「民
謡
同
好
会
の
協
力

に
よ
り
、
趣
味
を
豊
か
に
し
品
性
を
高
め、
郷
土
民
謡
の
振
興
を
図
る
」
を
目

的
と
し
て
創
設
、
黄
金
町
西
四
丁
目
一
の二
五
、
筧
下
恭
久
に
所
在、
会
員
数

三
二
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
中
村
正
男
昭
和
三
四
・
九
・
二

◎
滝
川
民
謡
晴
友
会
昭
和
三
十
四
年
九
月
十
日、

「各
種
民
謡
の
研
究
を
通

じ、
会
員
相
互
の
識
見
と
技
能
の
陶
冶
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
そ
の
普
及
を
は

か
り
、
も
っ
て
民
謡
の
発
展
と
品
位
の
向
上
に
つ
と
め
る
」
を
目
指
し
創
設
、

朝
日
町
西二
丁
目
六
の
九
、
山
上
晴
春
に
所
在、
会
員
数二
二
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
宇
津
野
信一

三代
稲
垣元
信

五
代
北
田
豊
次
郎

昭
和
言
・二〇・

一
昭
和
三
・
四・
一

昭
和
四
・
四・
一

二
代
門
脇
佐
一

四
代
南
義
夫

六
代
少
覚
納
昭
和吾・

一・
一

昭
和
四
・
四・
一

昭
和芸
・
四・
一

◎
滝
川
民
謡
研
究
会
昭
和三
十
九
年
十
一
月
十
日、

「民
謡
愛
好
者
同
志
の

協
力
に
よ
り
、
趣
味
を
豊
か
に
し
会
員
相
互
の
親
和
を
は
か
る
」
を
目
的
と
し

て
創
設、
花
月
町二
〇―‒一、

太
田
忠五
郎に
所
在、
会
員三
〇
名で
ある
。
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川
野
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和
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四
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野
金
晴
昭
和
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歴
代
会
長

初
代
東
金
次
郎
昭
和
元
・二
・10

二
代
石
坂
繁
夫
昭
和
穹
・二
・〇

◎
滝
川
民
謡
隆
城
会
昭
和
四
十
三
年
七
月
十
日、

「各
種
民
謡
の
修
練
を
通

じ、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
人
格
陶
冶
と
技
能
の
向
上
に
努
め

る
」
を
目
的
と
し、
西
町
四〇
四
の
一、
阿
部
弘
に
所
在、
会
員
三
一名
で
あ

る
。

歴
代
会
長
初
代
福
島
立
治
昭
和
学・
七・10

◎
滝
川
民
謡
鵬
生
会
昭
和
四
十
三
年
十
二
月二
十
日、
「民
謡
を
研
究
し
永

久
に
保
存
し、
併
せ
て人
格
の
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
」
を
目
的

と
し、

一
の
坂
東三
丁
目
一二
の
七、
伊
藤
房
に
所
在、
会
員
数
一
四
名
で
あ

る
。

歴
代
会
長

初
代
小
枝
春
雄
昭
和
四
・三・二0

三
代
米
田
実
昭
和
�
・
一一九

◎
滝
川
民
謡
新
生
会
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
十
八
日、

「民
謡
愛
好
者
同
志

に
よ
り
正
し
く
こ
れ
を
広
め、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
」
を
目
的
に
創
設

朝
日
町
四
丁
目
七
の
三
五
、
峯
村
孝
に
所
在、
会
員
数
一
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
峯
村
孝
昭
和
四
九
・
一
一
・
一八

◎
滝
川
竜
栄
太
鼓
昭
和
三
十
七
年、

「青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め、
郷
土

芸
能
の
普
及
と
発
展、
会
員
相
互
の
親
睦
と
向
上
を
図
る
」
目
的
を
も
っ
て
創

設
、
栄
町二
丁
目
八
の
一三
、
三
田
三
郎
に
所
在、
会
員
一
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
・
三
代
中
西
清
一、
二
代
高
橋
廸
男

◎
滝
川
太
鼓
保
存
会
昭
和
四
十
五
年
三
月、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
新
し
い
芸

能
の
創
立
を
ね
が
っ
て
設
置、
明
神
町
四
丁
目
二
の
三
四、
石
坂
繁
夫
に
所
在

会
員
二
四
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
石
坂
繁
夫

◎
滝
川
市
文
学
懇
話
会
昭
和
四
十二
年
一
月
二
十
三
日、
郷
土
の
文
学
振
興

に
寄
与
す
る
を
目
的
と
し
て
創
設
す
る
。
本
町
六
丁
目
四一‒一

一、
野
田
牧
聖

に
所
在
し
、
会
員
は、
歌
人
会
、
詩
話
会、
俳
句
作
家
ク
ラブ、

川
柳
社
で
あ

る
。

歴
代
会
長
吉
田
え
い
じ
昭
和
四

◎
滝
川
詩
話
会
昭
和
四
十
三
年
十
二
月、

「滝
川
市
を
中
心
と
す
る
詩
の
愛

好
者
に
よ
り
そ
の
向
上
進
歩
の
た
め
研
讃
す
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。

滝
川
市
大
町
三
丁
目
三
‒‒二

四、
武
田
方
所
在、
会
員
数二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

二
代
佐
藤
一
善
昭
和
四
・
八一

初
代
浅
野
明
信
昭
和
四三
・
一二

二
代
須
田
五
郎
昭
和
四
七
・
一

◎
滝
川
歌
人
会
過
去の
会の
名
称
滝
川
純正
詩
社
支
部
・
滝
川
歌人
会
・
滝
川
短
歌
会

昭
和二
年、

「短
歌
同
好
者
を
育
成
し
、
作
品
発
表
、
合
同
歌
集
の
発
行
な

ど
を
行
う
」
を
目
的
と
し
創
設
す
る
。
本
町
六
‒‒四
、
野
田
牧
聖
に
所
在
し
会

員
数
五
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
石
黒
白
萩
昭
和
二

三
代
田
中
茂
八
昭
和
毛

◎
滝
川
俳
句
作
家
クラ
ブ
昭
和三
十
五
年
十
月
一日
「各
流
派
の
俳
句
作
家

が
合
同
で
研
修、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
合
っ
て
向
上
を
図
る
」

を
目
的
と
し
創
設、泉

町
一
八
六、見

沢
一
鬼
に
所
在、
会
員
二
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
石
黒
白
萩

◎
滝
川
川
柳
社
昭
和三
十
九
年
九
月
十
二
日、

「会
員
相
互
間
の
川
柳
向
上

を
は
か
り
、
広
く
各
地
川
柳
社
と
交
友
を
深
め
更
に
親
睦
を
は
か
る
」
を
目
的

848

:
二
代
斉
藤
昭
二
昭
和
豆
・
一



に
創
設
す
る
。
本
町
五
丁
目
四
‒‒二

六
、竹
内
茶
目
坊
に
所
在
、会
員
数二
〇
名

歴
代
会
長

初
代
根
井
冬
壺
昭
和元
・
九三

二
代
相
馬
冬
雨
楼
昭
和
四・
四・10

◎
壺
俳
句
会
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日
、
「古
典
俳
句
の
研
究
並
び
に
俳

句
創
作
の
向
上
と
普
及
に
つ
と
め
る
」
を
目
的
に
創
設
、
大
町
一
六
一
～
一
武

内
夕
彦
に
所
在、
会
員
一
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
武
内
夕
彦
昭
受・三

◎
滝
川
宝
生
会
大
正
五
年
「
宝
生
流
謡
曲、
仕
舞
の
研
究
と
発
表
を
通し
て

そ
の
普
及
に
つ
と
め
ると
共
に、
そ
の
研
究
を
と
お
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
と

向
上
を
は
か
る
」
を
目
的
に
創
設、
朝
日
町
西
二
丁
目
一
番
、
男
沢
義
久
に
所

在
、
会
員
数
二
四
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初代
野
村
巖
大
正
五

三代
男
沢
義
久
昭
和
芸

◎
観
世
会
過
去
の
会
の
名
称
観
世
流
「鶴
亀
会」

昭
和
三
十
八
年
八
月
二
十
日、

「古
典
謡
曲
の
技
術
的
習
得
を
は
か
り
、
日
本
の
古
典
芸
術
を
通
し
て
、
日
本

人
の
深
い
心
の
動
き
を
研
究、
ま
た
謡
曲
文
字
を
通
し
て、
日
本
の
古
代
生
活

様
式
・
生
活
感
覚
と
現
代
と
の
比
較
研
究」
を
目
的
と
し
て、
一の
坂
町
西
一

ー
ーー
五
、
芳
村
良
元
に
所
在、
会
員
数
一
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
芳
村
良
元
昭
和
元・
八・二0

◎
滝
川
華
道
連
盟
昭
和
四
十
四
年
十
一
月、
文
化
向
上
の
た
め、
互
流
派
向

上
発
展
を
目
ざ
し
、
一
の
坂
町
西
三
‒‒四
十‒七、

古
川
と
み
に
所
在、
会
員
は

七
流
派
支
部
長
七
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
古
川
と
み
昭
和
四
・二

◎
華
道
会
滝
川
支
部
過
去
の
会
の
名
称
華
道
会
池
坊
橋
会
昭
和
十
六
年
四
月、

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

華
道
文
化
向
上
の
た
め、
赤
平
市
本
町二
の二
、
中
島
啓
喜
を
所
在
と
し
、
会

員
数
は
支
部
教
授
者
三
八
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

浅
田
き
た、
石
渡
か
つ
え
、
窪
田
武
明、
三
上
金
風、
山
根
喜
作、
古
川
と
み、
中
島
啓
喜

◎
日
本
生
花
司
花
月
堂
古
流
滝
川
支
部
昭
和
四
十二
年
七
月
一
日、

「滝
川

市
及
び
周
辺
の
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り、
そ
の
協
力
に
よ
っ
て
当
流
華
道

の
発
展
を
推
進
す
る
」
を
目
的
と
し
、
一
の
坂
町
西三
十‒四
‒‒三
九
、
細
田
恵

美
子
に
所
在、
会
員
数
一
五
名
で
あ
る
。

初
代
支
部
長
細
田
恵
美
子
昭
和
空
・
七・
一

◎
岡
田
社
中
(青
葉
会)

昭
和
四
十
年
四
月
一
日、
草
月
流
の
発
展
と
会
員
の

親
睦
、
文
化
の
向
上
を
願
っ
て
創
設
、
栄
町
一‒‒一

四
一‒一〇

に
所
在、
会
員

数
二
〇
名
で
あ
る
。

二
代
寒
河
江
巧(指

導
を
兼
ね
る)

大
正
10、

歴
代
会
長
岡
田
律
子
(青
干)
昭
和
四〇・
四・
一

◎
池
坊
光
明
流
滝
川
支
部
過
去
の
会
の
名
称
池
坊
清
月
派
滝
川
支
部
昭
和
五
十

二
年
一
月二
十
三
日、
池
坊
光
明
流
滝
川
支
部
発
展
の
た
め、
華
道
の
研
究
と

発
表
を
行
い、
組
織
的
に
団
結
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
に
寄
与
す
る
を
目
指
し

て
創
設、
花
月
町
一
ー
三
‒一二
三
、
奥
祥
華
に
置
く。
会
員
教
授
会
員
二
七

名
歴
代
会
長
初
代
少
覚
納
昭
和三
・
五・10

◎
滝
川
小
原
流
昭
和
四
十
年
三
月
一
日、

「華
道
を
と
お
し
て
研
究
と
会
員

相
互
の
親
睦
と
向
上
を
は
か
る
」
を
目
的
と
し
創
設、
本
町
六
丁
目
一
の
一八

岸
本
竹
野
に
所
在、
会
員
数
一〇
〇
名

歴
代
会
長
岸
本
竹
野
昭
和
四
・
三・一

◎
錦
城
古
流
滝
川
支
部
昭
和三
十
九
年
六
月、
華
道
の
研
究
と
発
表
を
通し
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そ
の
普
及
に
つ
と
め、
華
道
を
通
じ
て
人
間
性
を
高
め
親
睦
を
目
的
に
し
て
創

設
、
一
の
坂
東
三
丁
目
四
の
二
一
に
所
在
し
、
会
員
数
四
七
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
上
西
理
環
昭
和
元
・
六

◎
池
坊
清
月
派
滝
川
支
部
昭
和三
十
六
年
九
月
「美
術
展、
北
海
道
い
け
花

百
人
展
で
活
躍
し
、
五
大
流
派
と
交
流
を
も
っ
て、
常
に
新
し
い
も
の
に
挑
戦

し
研
究
を
重
ね
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。
明
神
町
四
丁
目
の
一
、
白
木
晶
蘭

に
所
在、
会
員
数
一三
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
佐
藤
晶
宛

二
代
奥
晶
華

◎
滝
川
茶
道
連
合
会
昭
和
三
十
五
年
九
月
一二
日、

「茶
道
を
通
し
て
各
流

派
会
員
相
互
の
親
睦
と
向
上
を
は
か
り
茶
道
の
普
及
に
つ
と
め
る
」
を
目
的
に

創
設、
栄
町三
丁
目
四
‒‒九、

北
村
宗
喜
に
所
在、
会
員
数
七三
名
で
あ
る
。

歴
代
会長

初
代
山
本
宗
鶴

三
代
北
村宗
喜
昭和
吾

昭
和云

◎
茶
道
宗
徧
流
滝
川
分
区

過
去
の
会
の
名
称
茶
道
宗
徧
流
淑
徳
会、
茶
道
宗
徧
流
明

道
会
北
海
道
支
部、
茶
道
宗
徧
流
不
審
庵
会
北
海
道
地区
滝
川
分
区

二
代
岡
崎
宗
知
昭
和
吾

明
治三
十
五
年
創
設、
大
町
三
丁
目
三
番、
相
川
宗
純
に
所
在、
会
員
数二

四
名

歴
代
会
長

二
代
山
本ソ
デ
(一
松
庵、
宗
鶴)

初
代
山
本
タ
ッ
(一
松
庵、
宗
鶴)
明
治二

昭
和
10

三
代
岡
崎
田
鶴
子
(碧
水
庵
宗
知)
昭
和
巴

四
代
相
川
純
子
(川
月
庵
宗
純
)

◎
玉
川
遠
州
流
昭
和二
十
一
年、
文
化
向
上
の
た
め、
主
に
礼
儀
作
法
を
目

的
と
し
創
設、
花
月
町
一
丁
目
七
ー
二
八
に
所
在、
会
員
数
一五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
伊
藤
有
照

◎
橘
会

過
去の
会
の
名
称
む
つ
み
会
昭
和
三
十
年
四
月、
茶
道
表
千
家
、

華
道
家
元
池
坊
教
授
者
養
成
を
目
的
と
し、
栄
町
一
丁
目
一
二
ー
一
九
に
所

在
、
会
員
数
二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
小
玉
韶
鳳

◎
表
千
家
岡
田
社
中
昭
和
四
十
年
四
月
一
日、
表
千
家
の
発
展、

一服
の
茶

に
よ
る
会
員
の
心
の
交
流、
や
す
ら
ぎ
、
優
し
さ
、
親
睦
を
は
か
る
を
目
的
に

創
設
、
会
員
数
一
〇
名
で
、栄
町
一ー
一
四
一‒
一〇
、
岡
田
律
子
に
所
在
す
る
。

歴
代
会
長
岡
田
宗
青

◎
和
交
会
昭
和二
十
三
年、

「茶
道
を
通じ
て
人
格
陶
冶
を
は
か
り
、
交
友

を
深
め
る
」
を
目
的
と
し
て
創
設、
東
町
今
野
貴
美
子
に
所
在、
会
員
数
一

五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
中
村
宗
村

◎
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
和
美
会
昭
和
三
十
五
年
二
月
一
日、

「茶
道
の
研
究

と
そ
の
普
及、
茶
道
を
通
し
交
友
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
」
を
目
ざ
し
創
設、
会
員

数
一
〇
名
で
、
栄
町
三
丁
目
四
‒‒九、

北
村
宗
喜
に
所
在
す
る
。

歴
代
会
長
北
村
宗
喜
昭
和三
五
・
二
・
一

◎
上
田
社
中
昭
和
四
十
年
五
月
八
日、
茶
道
裏
千
家
の
普
及
と
茶
会
な
ど
を

通
じ
、
茶
道
の
真
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
創
設
す
る
。

本
町三
丁
目
一‒‒一

三
上
田
宗
輝
に
所
在
し
、
会
員三
名
(有資
格者
)

◎
茶
道
裏
千
家
流
花
尻
社
中
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
「茶
道
の
研
究、
茶
会

を
通
し
て
普
及
に
つと
め、
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
は
か
る
」
を
目
的
と
し

○

て
創
設、
西
町
一
一六
花
尻
宗
令
に
所
在、
会
員
数
一
一名
で
あ
る
。

◎
表
千
家
細
田
社
中
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
日、
各
流
派
の
親
睦と
そ
の
協
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力
に
よ
っ
て、
茶
道
の
発
展
を
推
進
す
る
目
的
で
創
設、

一の
坂
町
西三
丁
目

四
十‒三
九、
細
田
恵
美
子
に
所
在、
会
員
数
教
授
一
一名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
山
上
宗
山
昭
和三五・

一

◎
藤
間
流
日
本
舞
踊
研
究
所
過
去の
会
の
名
称
佐
木々
舞
踊研
究
所
昭
和
九
年

四
月
一
日、

「日
本
舞
踊
の
真
髄
の
向
上、
普
及
と
舞
踊
研
究
を
通
し
て
情
操

陶
冶
と
親
睦
を
は
か
る
」
を
目
的
に
創
設
、
本
町
二
丁
目
二
十‒三

一、
藤
間
勘

太
哥
に
所
在、
会
員
数
、
名
取
四
九
名
で
あ
る
。

二
代
細
田
宗
恵
昭
和
三
・
一

歴
代
会
長

初
代
武
田
セイ
子、
二
代
中
川
芳
子
、
三
代
中
島、

四
代
近
藤
え
い子
、
五
代
米
倉、
六
代
幡
蓉
子、
七
代
佐
木々
智子

◎
叶
流
日
本
舞
踊
研
究
所
昭
和
四
十
八
年
八
月
一
日、
東
流
か
ら
叶
流
へ
と

流
名
は
変
っ
た
が、
芸
道
に
励
む
心
に
か
わ
り
な
く、
昔
か
ら
伝
わ
っ
た
古
典

を
愛
し
、
ま
た
現
代
に
生
き
る
一
団
体
と
し
、
そ
の
息
吹
き
を
表
現
すべ
く
努

力
し
た
い
と
創
設
す
る
。
東
滝
川
四二
五、
宮
井
和
子
に
所
在
し、
会
員
数
一

三
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
宮
井
和
子
(昭
和
五
四
・
一滝
川
市
文
化
協
会
を
退
会)

◎
滝
川
市
婦
人
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
昭
和
三
十
二
年
四
月、
会
員
の
親

睦
を
深
め、
健
康
な心
身
を
養
な
お
う
と
創
設
す
る
。
一の
坂
町
一
丁
目
五
一‒

一二
、
荒
井
八
重
子
に
所
在、
会
員
二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
部
長
香
西
キ
ク
昭
和
言
、
坪
田
ナ
オ
子
同壹
、
神
部
富
美
子
同
毛
、
中
条
ハ

ナ
同
三
、
清
末
枝
同
元
、
香
西
キ
ク
同
四
～
穹
、

清
末
枝
同
～
翌
、
松
井
積
子
同
哭
、
岩
間
文
子
同
岩
、
寺
井
美
恵
子
同
咒
、
目

黒
教
子
同
咒
、
少
覚
き
ぬ
同
吾
、
岩
間
文
子
同
五

◎
滝
川
岳
常
会
昭
和三
十
年
一
月
十
六
日、

「日
本
民
舞
踊
の
研
究
と
発
表

第三
章
社
会
・
文
化
活
動

を
通し
て、
そ
の
普
及
に
つ
と
め、
舞
踊
研
究
に
よ
り
会
員
相互
の
親
睦と
向

上
を
は
か
る
」
を
目
的
と
し
て
創
設
、
泉
町
八
六
‒
五
〇
、
伊
藤
フ
ミ
に
所

在、
会
員
数
二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
家
元
米
内
山
宗
岳
昭
和
三
・
四

◎
寿
流
詩
舞
剣
舞
踊
翠
会
滝
川
支
部
昭
和
五
十
一年
六
月
一日、

「詩
舞
は

日
本
古
来
の
由
緒
あ
る
伝
統
芸
術
と
し
て、
漢
詩
表
現
の
研
究
と
豊
か
な
人
間

形
成
に
努
め
る
。
ま
た
寿
派
詩
舞
を
通
し
て
師
を
敬
い、
会
員
相
互
の
親
睦
を

は
か
り
、
自
己
の
技
を
反
省
し
寿
流
の
発
展
に
努
力
す
る
」
を
目
的
に
創
設、

西
町二
丁
目、
藤
田
サ
ナ
に
所
在、
会
員
数
一
二
名
で
あ
る
。

◎
久
富
淑
子
バ
レ
エ
研
究
所
過
去
の
会
の
名
称
滝
川
バ
レエ
研
究
所
昭
和
二
十

七
年
六
月
一
日
発
会、
明
神
町
二
十‒五
‒‒三
一、
久
富
淑
子、
会
員
数
五〇
名

で
あ
る
。歴
代
会
長

武
田
セ
イ、
神
部
富
美
子
、
中
川
芳
子、
草
浦
正
己
、
河
内
菊
代、
藤
井
志
律
子、
斉
藤
キ

ヌ
エ、
毎
原
政
夫、
加
賀
谷
時
子、
川
端
巌

◎
滝
川
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
連
盟
昭
和
四
十
六
年
十
一月
一
日
、
「ス
ポ
ー

ッ
バ
ト
ン
を
通
し
地
域
の
子
ど
も
社
会
に
健
康
な
活
動
の
機
会
と
場
を
与
え
、

健
全
な
青
少
年
の
育
成
と
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
を
目
的
と
し
創

設
、
西
町
四
一
八、
竹
田
悦
子
に
所
在、
会
員
数
四
五
名
で
あ
る。

二
代
高
橋
宏
光
昭
和
咒・
七

歴
代
会
長

昭
和
癸
・三

初
代
種
田
良
一

三
代
桑
島
守
昭
和五・

三
◎
大
場
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所
・
ス
タ
ジ
オ
4
昭
和
四
十
九
年
四
月
十
二
日

リ
ズ
ム感
を
養
い、
身
体の
育
成
と
情
操
教
育
創
造
性
を
豊
か
に
し、
芸
術
的
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才
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
創
設、
北
滝
の
川
一
一二
〇
の
五
五
に

所
在、
会
員
数二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
大
森
悦子

◎
滝
川
楽
友
ピ
アノ
教
室
昭
和三
十
三
年
四
月
一
日、

「正
し
い
演
奏
技
術

を
修
得
し
、
美
し
い
音
楽
経
験
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
美
的
情
操
を
高

め、
人
間
形
成
に
資
す
る
。
ま
た、
ピ
ア
ノ
発
表
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
音
楽
文
化
の
向
上
を
は
か
る
」
を
目
的
に
創
設
す
る
。
緑
町
四
丁
目
三

―‒四
、
福
田
七
之
助
に
所
在、
会
員
数
は
五
二
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
福
田
聡

◎
滝
川
市
婦
人
会
音
楽
部
過
去
の
会
の
名
称
滝
川
市
婦
人
会
文
化
部
昭
和
四
十

二
年
四
月
一
日、
婦
徳
を
磨
き、
会
員
相
互
の
親
睦
と
よ
り
良
い
家
庭
を
つ
く

り
社
会
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
活
動
と
し
て
創
設、
栄
町

三
丁
目
七
‒
四、
高
畑
イ
ク
に
所
在、
会
員
数
二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

神
部
富
美
子
昭
和
巴
、
川
越
利
江
同
四
・
四・
一
杉
浦
京
子
同
吧
・
四・
一
帯
野
和

子
同
咒
・
四・
一・
川
越
利
江
同
三
・
四・
一、
高
畑
イ
ク
同
五
・
五・
一

◎
滝
川
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
過
去
の
会
の
名
称
滝
川
市
青
少
年
吹
奏
楽
協
会
昭
和

四
十
六
年
四
月
一
日
「音
楽
を
通
し
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
り、
吹
奏
楽
の

普
及
と
向
上
に
つと
め
る
」
目
的
を
も
っ
て
創
設
、
朝
日
町
西
一
丁
目
‒‒二
、

達
見
正
博
に
所
在、
会
員
数
四
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
少
覚
納
昭
和
四
・
四・
一

三
代
山
下
史
昭
和
四
・
四・
一

四
代
達
見
正
博

五
代
村
岡
芳
則
昭
和
三
・四・一

◎
滝
川
市
美
術
協
会
昭
和
二
十
四
年、

「滝
川
市
一
帯
の
絵
を
描
く
人
々
の

交
流
を
め
ざ
し
、
郷
土
美
術
家
相
互
の
研
鑽
と
新
人
の
育
成
を
図
り、
愛
好
家

の
層
を
増
し、
地
方
美
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
」
を
目
的
と
し
て
創
設、
西
町

三
七二
、
横
山
政
弘
に
所
在、
会
員
数
一九
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
菊
地
秀
二
、
二
代
一木
万
寿
三
、
三
代
坪
合
六
郎

◎
全
日
本
写
真
連
盟
滝
川
支
部
昭
和
二
十
六
年
八
月、
写
真
文
化
の
創
造
と

技
術
の
研
鑽、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
に
創
設、
栄
町
三
丁
目ー

四
、
神
部
弘
二
に
所
在、
会
員
数
四〇
名
で、
歴
代
会
長
は
創
設
時
か
ら
現
在

ま
で
神
部
弘
二
で
あ
る
。

◎
滝
川
書
道
連
盟
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日、

「書
を
愛
好
す
る
人
の
交
流

を
深
め、
相
互
の
研
鑚
と
新
人
の
育
成
に
尽
く
し
、
書
道
芸
術
の
理
解
と
伸
展

を
図
り、
地
方
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
」
を
目
的
と
し
て
創
設、
花
月
町
二

丁
目
一ー
一
四
斉
藤
露
石
に
所
在、
会
員
数
五〇
名

歴
代
会
長

昭
和
四
・10

五
・
七

二
代
石
黒
流
雲
昭
和
五
・
五
・三

初
代
畑
中
篁
舟

五二・
四

1111

ン
～
現
在

三
代
及
川
泉
石

◎
滝
川
紫
山
会

過
去
の
会
の
名
称
滝
川
紫
山
流
盤
景
昭
和
七
年
十
一
月
、
美
の

創
造
と
会
員
の
親
睦
を
目
的
に
創
設、
栄
町
四
丁
目、
関
藤
水
園
に
所
在、
会

員
数
一
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
杉
村
哲
子
昭
和
一
一
・六
・
六

◎
日
本
手
工
芸
指
導
協
会
昭
和
四
十
年
五
月
十
日、

「編
物
手
工
芸
の
発
展

並
び
に
服
飾
文
化
の
向
上
に
寄
与
し
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
人
格
の
向

上
を
は
か
り、
新
し
い
技
術
の
開
発
と
優
れ
た
指
導
者
の
育
成」
を
目
的
に
創

852
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田
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司
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咒
・
四・
一

昭
和
五・
四・一



設
、
泉
町
八
六
の
五
に
所
在、歴

代
会
長
西
岡
照
子、
会
員
数
五〇
名
で
あ
る
。

◎
村
山
に
ん
ぎ
ょう
教
室
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
、
「和
紙
金
ら
ん
を
使

っ
て
の
人
形
製
作
指
導
と
人
形
を
通
し
て
生
活
の
中
に
う
る
お
い
を
求
め
て
そ

の
楽
し
さ
を
探
る
」
を
目
的と
し
て
創
設、
大
町三
丁
目
一
‒‒七
に
所
在、
会

員
数
二
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
村
山
千
恵
子

◎
真
多
呂
人
形
河
野
教
室
昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
三
日、
趣
味
を
兼
ね
一

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
自
分
の
手
で
作
り
出
す
楽
し
さ
を
進
め、
京
都
加
茂

由
緒
あ
る
人
形、
平
安
王
朝
の
優
雅
さ
や、
室
町、
江戸
時
代
の
童
心
の
世
界

を
現
代
に
も
マ
ッ
チし
た
新
し
い
感
覚
の
人
形
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

創
設
し
た
も
の
で、
大
町二
丁
目
四
‒‒二
二
に
所
在、
会
員
数
一
三
名
で
あ

る
。

歴
代
会
長
初
代
河
野
ト
ミ
エ

◎
武
田
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室
昭
和
四
十
五
年
九
月
一
日、
生
花
又
は
リ

ボ
ン
、
布、
パ
ン
等
で
作
っ
た
花
が、
最
も
美
し
く
み
え
る
よ
う
に
、
カ
ラ
ー

ハ
ー
モ
ニー
、
バ
ラン
ス
を
考
え
、
身
(特
に花
嫁)
を
飾
り、
部
屋、
会
場
を

飾
り、
く
ら
し
を
豊
か
に
し
よう
と
創
設、
本
町
一丁
目
ー
二
‒‒一
八
、
武
田

万
里
子
に
所
在、
会
員
数二
〇
名
で
あ
る
。

◎
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室
み
ゆ
き
昭
和
四
十
九
年
七
月、
最
近
生
活
の
中
に

花
を
使
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で、
造
る
喜
び
と
芸
に
心
を
豊
か
にし

て、
会
員
相
互
の
親
睦
と
花
の
教
養
を
深
めて
行
き
た
い
と
考
え
創
設、
本
町

三
の
五
み
ゆ
き
美
容
室
内、
奥
山
光
子
に
所
在、
会
員
数
八
名
で
あ
る
。

◎
滝
川
桜
雲
会
昭
和三
十
五
年三
月、

「漢
詩
及
び
吟
詠
の
研
究
を
重
ね、

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

情
操
教
育
と
そ
の
普
及
に
つ
と
め
る
こと
」
を
目
的
と
し
創
設、
東
町
四
八
の

五
、
中
田
ミ
サ
に
所
在
、
会
員
数
九〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
越
沢
三
郎
二
代
川
越
ク
ニ
ェ
三
代
中
田ミ
サ

◎
滝
鶯
会
昭
和三
十
八
年
三
月
一
日
「
吟
詠
を
通
じ
て
礼
と
節
を
基
範
に、

会
員
相
互
の
信
頼
を
深
め、
情
操
と
高
邁
な
気
慨
を
養
い、
尚
か
つ健
康
と
文

学
の
向
上
」
を
目
的
と
し
創
設、
大
町
四丁
目
一ー
一、
丹
野
雅子
に
所
在、

会
員
数
七
四
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
熊
本
紹
鶯
(き
み
よ
)
昭
和
元
・
三
一
二
代
太
田
紳
鶯(盛
夫)
昭
和
空・
三・

一
三
代
丹
野
鶯
園
(雅
子
)
昭
和
四
・
三
一

◎
岳
風
会
新
十
津
川
支
部
滝
川
道
場
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
、
「日
本
詩

吟
学
院
の
主
唱
す
る
芸
術
的
詩
歌
吟
詠
の
道
を
伝
習
研
讃
し
、
典
雅
に
し
て
崇

高
な
る
精
神
の
育
成
と
人
格
の
陶
冶
を
目
ざ
し
、
あ
わ
せ
て
趣
意
を
通
じ
て
親

睦
と
吟
道
の
普
及
発
展
に
尽
す
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
創
設
、
東
滝
川
四
二
〇

斉
藤
秀
希
に
所
在、
会
員
数
四
〇
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

11日
和

六云二
代
鈴
木
シ
ゲ
昭
和
吧
三
代
斉
藤
秀
布
昭
和
咒

初
代
田中
健
次

S

◎
鶯
窓
流
鈴
鶯
会
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十二
日、
漢
詩
の
研
究
と
吟
詠
の

発
表
を
通
し
て
そ
の
普
及
に
つ
と
め、
漢
詩
の
研
究
を
通
し
会
員
相
互
の
親
睦

と
向
上
を
は
か
ろ
う
と
し
て
創
設、
栄
町二
丁
目
五
―‒一
四
、
前
田
ト
シ
に
所

在
会
員
数
一
八
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
前
田
ト
シ
昭
和四
・
八・三

◎
泉
桜
会
昭
和
四
十
六
年
一
月
十
日、
詩
吟
を
通
し
て心
身
を
練
磨
し、
健
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康
で
明
る
く
会
員
の
親
睦
と
向
上
を
は
か
る
を
目
的
に
創
設
す
る
。
栄
町
四
丁

目
七
十‒三
、
香
西
キ
ク
に
所
在、
会
員
数
一
三名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
香
西
キ
ク

◎
霞
桜
会
昭
和
四
十
六
年
一
月
十
日、

「漢
詩、
和
歌
等
の
吟
詠
を
主
体
と

し
詩
舞、
書
画
道
・
吟
華
道
等
を
取
り
入
れ、
趣
味
を
通
じ
て
情
操、
人
格
の

陶
冶
を
図
り
、
斯
道
の
発
展
に
努
力
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
創
設、
花
月
町
三

丁
目
二
ー‒二

五、
佐
藤
鶴
子
に
所
在、
会
員
数二
五
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
佐
藤
鶴
子
昭
和
四
・
一

◎
滝
川
自
然
石
趣
味
の
会
昭
和三
十
八
年
一
月
十
日、
石
を
鑑
賞
し
趣
味
の

向
上
と
友
交
を
深
め、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
を
目
的
に
創
設、
栄
町
四
丁

目
六
‒‒二
三
、
高
沢
清
に
所
在
、
会
員
数
三
八
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
金
子
協
平
昭
和
元
・
一・10

三
代
金
子
協
平

少
四
・
二・10

五
代
上
野
圭
介
少
四七・
二・10

七
代
高
沢
清
少
五
・
三・一0

◎
滝
川
市
菊
花
同
好
会
過
去
の
会
の
名
称
滝
川
町
菊
花
友
の会

五大
正
十
一
年
三

月
五
日、

「菊
作
り
は
土
造
り
か
ら
と
い
わ
れ、
土
に
親
し
み
な
が
ら
菊
花
栽

培
技
術
の
研
究
と
発
表
を
通じ
そ
の
普
及
に
つ
と
め、
会
員
相
互
の
親
睦
と
和

を
は
か
り
、
真
摯
な
精
進
と
菊
花
へ
の
愛
情
と
健
康
維
持
を
世
の
人
々
に
う
っ

た
え
る
」
を
目
的
に
創
設、
大
町二
丁
目
八
番
地、
阿
部
義
次
に
所
在、
会
員

数
二
六
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
広
部
伊
織
昭
和
三・
四・一

大
正二・

四・
一

二
代
南
部
外
吉
昭
和二
・
四・
一

四
代
松
沢
寛
!
四五・
四・
一

五
代
阿
部
義
次
昭
和
五
・
四・
一

◎
動
力
車
菊
花
秋
光
会
昭
和三
十
年
五
月
一
日
「菊
花
の
栽
培
研
究
を
通
し

て
そ
の
普
及
に
つ
と
め、
会
員
相
互
の
親
睦
と
向
上
を
は
か
る
」
を
目
的
に
創

設
、
西
町
鉄
道
用
地、
洞
内
時
晴
に
所
在、
会
員
数
三
三
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
伊
藤
博行

二
代
柳
岡
伝
次
郎
三
代
赤
川
一
雄
四
代
堀
口
栄
顕
五
代

洞
内
時
晴

◎
滝
川
趣
味
の
盆
栽
会
昭
和
四
十
九
年
十
月
一
日
、
盆
栽
を
通
じ
親
睦
と
融

和
を
は
か
る
を
目
的
と
し
て
創
設
、
大
町
四
丁
目
四
‒‒三
七
、
草
薙
新
一
に
所

在
、
会
員
数
二
八
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
林
隆
史
昭
和
五
・
二・
一

◎
滝
川
ア
マチ
ュア
無
線
クラ
ブ
昭
和
四
十
五
年
四
月、
ア
マ
チ
ュア
無
線

の
健
全
な
る
発
達
を
図
り、
会
員
相
互
の
友
交
を
増
進
し、
併
せ
て
無
線
科
学

並
び
に
文
化
の
向
上
と
発
展
に
寄
与
す
る
」
を
目
的
に
創
設
し
た
。

そ
の
概
況
に
つ
い
て
は、
後
述
す
る
。

◎
子
ど
も
の
読
書
を
す
ゝ
め
る
会
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
一
日、

「父
母
や

教
師、
そ
の
他
子
ど
も
の
読
書
に
関
心
を
持
つ大
人
を
対
象
に、
子
ど
も
が
読

書
に
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
つ
か、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
習
を
し
て

少
し
でも
情
操
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に
努
め
る
」
を
目
的
に
創
設、

緑
町
四
滝
川
高
校
内
に
所
在、
会
員
数
五
二
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
武
田
セイ

昭
和
四
・
七・一0

指
導
木
内
敏
夫

◎
滝
川
市
話
し
方
研
究
会
昭
和
四
十
八
年
一
月二
十
六
日、

「話
し
方
研
究

を
通し
て
自
己
の
信
念
を
正
し
く
相
手
に
伝
え
る
技
術
を
練
磨
し、
正
し
い
生

き
方
を
見
出
す
と
と
も
に、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
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し
創
設、
西
町二
四二
の
一、
滝
川
西
高
内、
梁
田
剛
に
所
在、
会
員
数
二
〇

名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
花
摘
誠
吉
昭
和咒
・
一・三

◎
日
本
棋
院
滝
川
支
部
昭
和
二
十
六
年
「
囲
碁
の
研
究、
大
会
を
通
し
て
普

及
に
つ
と
め、
会
員
相
互
の
親
睦
と
棋
力
の
向
上
を
は
か
る
」
を
目
的
に
創

設
、
明
神
町
三
‒‒三
‒
二
二
囲
碁
サ
ロ
ン
米
林
喜
一
に
所
在
、
会
員
数
四
五
名

で
あ
る
。歴
代
会
長

初
代
山
下
菊
太
郎

三
代
今
野
正
義

◎
滝
川
市
青
少
年
演
劇
研
究
会
昭
和
五
十
一
年
十
月三
十
一
日、

「あ
ら
ゆ

る
演
劇
活
動
を
通
じ
て、
演
劇
す
る
喜
び
を
深
め、
会
員
相
互
の
人
間
性、
芸

術
性、
市
民
性
を
高
め
る
と
共
に、
健
全
な
る
演
劇
集
団
と
し
て
恒
久
的
運
営

を
目
指
し
、
広
く
地
域
文
化
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
ね
ら
う
」
を
目
的
に
し

て
創
設、
緑
町
四
丁
目
三
十‒八

に
所
在、
会
員
数
一
九
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
田
口
孝
太
郎
昭
和
五
・二
・三

◎
滝
川
刀
剣
会
過
去
の
会
の
名
称
滝
川
美
術
刀
剣
会
昭
和
四
十
二
年
四
月
一

日
、
「埋
れ
た
美
術
的
刀
剣
類
の
正
規
の
登
録
手
続
き
の
指
導
と
共
に、
美
術

的
刀
剣
類
の
鑑
賞、
文
化
財
と
し
て
の
認
識
を
深
め、
保
存
・
手
入
れ
・
鑑
定

等
を
正
し
く
指
導
す
る
」
を
目
的
に
創
立、
栄
町三
丁
目
三
十‒五
紫
苑
内、
村

元
豊
信
に
所
在、
会
員
数、
正
会
員
一三
名
で
あ
る
。

歴
代
会
長
初
代
岡
部
伊
治
昭
和
・
四・
一よ
り
現
在

初
代
支
所
長
村
元
豊
信
昭
和
三
・
四・
一よ
り
現
在
ま
で

◎
民
舞
同
好
会
「
滝
川
岳
常
会」
と
会
名
変
更、
師
範
に
佐
藤
岳
常
を
迎
え、
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代
表
は
山
本
久
子
(
朝日
町
西三
ー
八
ー三
)
と
な
る
。

<
滝
川
市
文
化
協
会三
十
周
年
記
念
誌
よ
り
>

◎
新
加
盟
団
体
子
供
の
文
化
を
考
え
、
子
供
に
生
の
演
劇
・
人
形
劇
・
音
楽

の
観
賞
と
、
子
供
と
親
・
青
年
達
で
楽
し
い
キ
ャン
プ
や
集
い
を
も
と
う
と
、

観
賞
団
体
「滝
川
お
や
こ
劇
場
」
会
長
米
田
満
知
子、
事
務
局
渡
辺
孝
子
(東

滝
川
四四
八
の
一
三)、

会
員
数
五
〇
名
(発
足
当
時)
が
加
盟
す
る
。

◎
紫
山
流
川
辺
社
中
(盤
景、
会
員
数
一二
名)
も
新
た
に
組
織
さ
れ、
活
動
中
で

あ
る
。

◎
第
二
回
北
海
道
芸
術
新
賞
受
賞
「手
古
奈
」
空
知
オ
ペ
ラ
研
究
会

△
オ
ペラ

「手
古
奈
」
上
演
企
画
▽

目
的

一
現
代
青
少
年
に
美
し
い
人
間
の
魂
を
と
り
戻
し
た
い。

二
音
楽と
演
劇
の
結び
つ
い
た
綜
合
芸
術で
あ
る
オペ
ラ
に
対
し
て
理
解
さ
せ、
あ
わ
せ

て
地方
文
化
の
向上
に
役
立て
た
い。

三
青
少
年
が
一
つ
の
目
的
で
創
造
活
動
に
専
心
協
力
し
種
々
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

っ
て、
生
き
る
力
と
よ
ろ
こ
び
を
得
さ
せ
た
い
。

主
催
全
空
知
音
楽
連
盟、
後
援
滝
川
市
教
育
委
員
会、
江
部乙
町
教
育
委
員
会、
文

部
省、
道
教
委、
北
海
道
新
聞、
北
海
道
放
送、
日
本
楽
器

とき
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
二
日
(土)

・十
三
日
(日)

と
こ
ろ
北
辰
中
体
育
館、
滝
一小
体
育
館、
赤
平
市
民
会
館

‘上
演

業
務
分
担
運
営
委
員
長
森
本
幹
夫
総
務
松
浦
真
会
計
中
井
啓子

渉
外

中
文
雄

ス
タ
ッ
フ
演
出
横
山
正
勝
舞
台
監
督
松
浦
真
指
揮
松
浦
真
合
唱
指

導
横
山
正
勝
演
出
助
手
加
地
昌
子
美
術
川
村
恒
夫
照
明
効
果
達
見
博

衣
裳
中
井
啓
子
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
北
辰
中
・
滝
川
室
内
管
弦
楽
合
同、
オ
ケ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

石
山
昌
司
・
熊
沢
厚
樹
合
唱
滝
川
市
民
合
唱
団
同
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
川
崎

四
郎
キ
ャ
ス
ト
手
古
奈
吉
川
順
子
あ
ぜ
彦
島
田
進
や
じ
児
山
本
由
美
子
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滝川市文化協会加盟団体一覧表
会長 武田勝夫
昭和54.1.31

部門 団 体 名 代 表者 住 所 会員数

三 曲 会 久 保 茂 雄 本町1-4-24 191

琴古流 日 野 社 中 日 野 鈴 渉 本町5-4-18

10

都山流 尺 八 部 石 川 協 山 泉町2-1-25 4
生田流正派 若菜会櫛田社中 櫛田 雅楽美峰 明神町4-10‒‒25

45

山田流 手 嶋 社 中 手 嶋 双 勢 江部乙町中央

23

生田流正派 出 村 社中 出村 雅楽都美 栄町 1-9-4

31

生田流静調会 山 口 社 中 口 雅楽優 本町5-1-7

22

生田流正派 森 谷 社 中 森 谷 雅楽瑞 江部乙町東13丁目

19

生田流旭会 米 内 山 社 中 米内山 雅楽泰 西町2-7-25

16

生田流正派 若菜会北村社中 泉町130‒‒5

13

生田流静調会 北 出 社 中
北村 雅楽秀峰
北 出 雅楽澄 大町2-1-31 8

謡民 連 合合 会 福 島 隆 治 西町3-7-2 175
滝川民謡 隆 福 島 隆 治 西町 3-7-2

29民

筧 下 恭 久 黄金町4-1-25

31振
晴
研
鵬
竜
吟
新

城
興
友
究
生
生
栄
生

会
会
会
会
会
会
会
会

少 覚 納 大町6-1-22

25

太 忠五郎 花月町1-1-13

20

米 田 実 朝日町西4-5-8

12

石 坂 繁 夫 明神町4-2‒33

16

謡 峯村 孝 朝日町西1-27-5

17

竹 陽 会

筧 下 恭 久
岡 嶋 孝 城

黄金町4-1-25

15

民謡三紘道佐々木孝流滝川支部 有明町5-1-81

15

太
鼓

文 学 懇 話 会 吉 田 えいじ 大町1-6-30 114
文 滝 川 詩 話話 須 田 五 郎

20

滝川 歌 人 大 草 清 舟 大町2-1-11

36

芸
滝 川 作 家 ク ラ ブ 大町4-1-33

21

滝
壺

川

川 柳 社
石 黒 白 萩
相 馬 冬雨楼
武 内 夕 彦 大町2-1-23

10

謡
曲

宝
観

生
世

会
会 男 沢 義 久

芳 村 良 元 一の 坂町 2-1-5 9

華 道連 合 会 古 川 と み 一の坂町西3-4-7 148

池 坊 滝 川 支 部部 古 川 と み 一の坂町西 3-4-7

16

松 月 堂

古 流

細 田 恵美子 一の坂町西3-4-39

30

滝 川 草 月 流 (青松会) 岡 田 律 子 栄町 1-14-10

20滝 川 小

原 流 岸 本 竹 野 本町6-1-18

37

池 坊 光 明 流 滝 川 支 部 奥 .祥 華 花月町1-3-23

28

月池
錦 城 古 流 上 西 理 環 一の坂町 3-4-21 7

坊 清 月 派 白 木 晶 蘭 大町3-4-5

10

茶 道連 合 会 北 村 宗 喜 栄町2-4-9

89

茶
宗偏流 相 川 社 中 |相 川 宗 純 大町3-2-3

11
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華
道
連
合
会

滝 川 太 鼓 保 存 会 石 坂 繁 夫 明神町4‒‒2‒‒33
栄町3-9-21

22

滝 川 竜 栄 太 鼓 中 西 清 一

本町3-2-2

27

俳 句

会
会
ブ
社
会

朝日町西2-1

22

新 保 信 義 本町5-6-9

25

111

曲
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道 藤玉川遠州流 伊
表千家流

社 中
岡 田 社 中

伊 藤 有 照
岡 田 律 子

花月町1-7-28
栄町 1-14-10

11

表千家流 細 田 社 中 .一の坂町西3-4-39

12

裏千家流 淡 交 会 (和美会) 栄町2-4-9

15

裏千家流 上 田 本町2-1-13 5

裏千家流 花 尻 社 中 花 西町7-4

11

裏千家流 和 交 中
尻 令 子
村 宗 村 朝日町西 1-3-24

9

滝 川 橘

会会 小

韶 鳳 栄町 1-12-25

11

日
舞

藤 間 流 舞 踊 研 究 所
寿 流 詩 舞 剣 舞 踊 翠 会
滝 川 岳

岳
、 常 会

佐々木 静 江 本町 2-2-31 20

藤 田 サ ナ 西町2-5-22

12

滝川 佐 藤 岳 常 旭川在住

21

婦人会レ ク リ ェー シ ョ ン部 荒 川 八重子 一の坂町東1-5-13

20

洋
舞
1

久 富 バ レ エ 研 究 所
滝川バトントワリングクラブ
大場モダンバレエ・スダジオ43

桑
大

島
場

守 守
子

札幌在住

17

音
楽

滝 川 楽 友 ピ ア ノ 教 室
婦 人 会 音 楽 部

25

青 少 年 吹 奏 楽 協 会 二の坂町114志興寮

37

全 日 写 連 滝 川 支 部 神 部 弘 二 栄町3-4-24

34

美

滝 川 書 道 連 及 川 泉 ス 朝日町西3-7 36美

術 協 会 坪 谷 六 郎 大町1-2-2

18

術

滝 川 紫 山
社

会
中 関 藤 ミサラ

川 辺乃婦子 一の坂町東3‒‒5‒‒32

12

日本手工 芸 指 導 者 協 会
真 多 呂 人 形 教 室

西 岡 照 子 幸町2-14-2

51

河 野 トミエ 大町2-4-22グランドハイツ7号

16

本町 1-2-18 7

大町3-1-7

16

吟吟 桜
滝
岳
鈴
泉
霞

雲
鶯
風
鶯
桜
桜

会
会
会
会
会
会

中
丹
斎
前
香
佐

藤 鶴 子 花月町3-2-25

20

菊 花 同 好

会 赤
岩
桝
相
高
渡

川
佐
田
田
沢
辺

雄
男
行
弘
清
子

黄金町東2-12-23 26

一の坂町東2‒‒6

10

北滝の川1169

30

滝 川川 刀 「剣 会 田 貞 弘 大町5-2

14

賞

自 然 石 趣 味 の 会 栄町4-6-23

36

滝 川 お や 劇 場 孝 子 東滝川448‒‒13

50

日 本 棋 院 滝 川 支 部 今 野 正 義 幸町2-18

36

ア マ チ ュ ア 無 線 ク ラ ブ 山 真・彰

96

読 書 を す す め る 会 武 田 せ い 本町2-2-18

48

話 し 方 研 究 会 花 摘 誠 吉 栄町2-3-20

20

演劇 青 少 年 演 劇 研 究 会 田 口 孝太郎 緑町4-3-8

14

田 み
雅 さ 東町1-8-30

84

大町4-1

73

藤 秀 希 東町4-7-10

32

田 鶯 鈴 栄町2-5-14

18

道 西 キ ク 栄町4-7-3

24

鑑 動 力 車 菊 花 秋 光 会
滝 川 趣 味 の 盆 栽 会 田 広 行

一
幸

学
術

16部門 81団体 1,872人

857

細田 恵美子
北 村 宗 喜連

合
会

久 富 淑 子 明神町2-5‒‒31

37

扇町2-8-24

33

道

緑町4-3-4

16

栄町 3-4-27

栄町4-5-8

11

紫山流 川 辺

手
芸 フラワー デザ イ ン武 田教室

人 形 作 家 協協 会
武 田 万里子
村 山千恵子

野 雅 子

福 田 七之助
神 部 富美子
村 岡 芳 則

4

社 中 上 田 宗 輝
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編
生
活
と
文
化

「手古奈」の上演

は
ま
児
松
浦
律
子
行
磨
佐
藤
頼
保
く
ず
人
梅
木
英
明
家
来
川
崎
四
郎

鈴
石
高
橋
鉄
治
鹿
丸
浜
野
喜
孝
ト
レー
ナ
ー
松
浦
・
熊
沢
・
石
山

合
唱
横
山
・
高
橋
ソリ
ス
ト
横
山
・
加
地
伴
奏
加
地

江
部
乙
文
化
団
体
協
議
会

昭
和二
十
八
年
六
月
四
日
の
創
立
ま
で、
十
指

を
超
え
る
単
位
団
体
が
あ
り
、
個
々
の
活
動
を
し
て
い
た
の
で、
広
く
住
民
と

の
つ
な
が
り
に
乏
し
く
、
発
表
会
、
展
示
会、
又
は
加
入
な
ど
に
も
充
分
な
働

き
か
け
が
で
き
ず
、
住
民
全
体
へ
の
文
化
普
及
の
向
上
促
進、
単
位
団
体
の
活

動
発
展
に
も、
今
一
つ
何
か
欠
け
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て、
各
団
体
間
の
緊
密
な
連
絡
協
調
を
図
り、
個
又々
は
総
合

的
な
各
種
行
事
を
通
じ
て、
町
全
体
の
文
化
普
及
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
「文
団
協」
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め、
必
要
に
応
じ
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
た
り
、

研
究
会
、
発
表
会
、
講
習
会
等
総
合
的
文
化
行
事
を
実
施、
ま
た
、
各
団
体
に

お
い
て
単
独
に
行
う
事
業
に
つ
い
て
も
連
絡
を
保
ち
つ
つ
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。
さ
ら
に
、
文
化
祭
行
事
に
は
全
面
的
な
協
力
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
後、
毎
年
各
団
体
の
事
業
計
画
を
持
ち
寄
り、
連
携
強
化
を
図
っ
て
き

た
が、
昭
和
四
十
年
十
月、
従
前
の
文
団
協
規
約
を
一
部
改
正
し、
よ
り
一
層

の
団
結
強
化
を
期
し、
推
進
事
業
の
充
実
を
図
る
方
針
を
定
め、
役
員
体
制
の

強
化
を
行
い、
単
位
団
体
に
あ
っ
て
も
同
種
の
会
が
合
併
し、
着
実
な
活
動
を

展
開
す
る
よ
う
、
そ
の
醸
成
に
努
め
て
き
た
。

機
関
誌
と
し
て
、
昭
和
四
十
一年
「
文
団
協
」
を
発
刊、
文
団
協
の
創
立
趣

旨
の
理
解
を
求
め
る
と
共
に、
各
団
体
の
活
動
状
況
啓
発
普
及
に
努
め
た
の
が

初
ま
り
で
、
現
在
ま
で
毎
年
一
回
発
刊
し
、
第
七
号
(昭
和四
四
年)
機
関
誌
名
を

「ゆ
う
べ
お
っ
と
」
と
改
称
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
は、
二
十
周
年
記
念
特
集
号
を
出
し
、
五
十二
年
の
第
一

二
号
に
は
「古
老
尋
ね
歩
き
」
を
はじ
め
と
し
、
屯
田
開
拓
に
よ
る
生
し々
い

当
時
の
苦
心
談、
状
況
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
豊
富
な
内
容
は
郷
土
文
化
誌
と
な

り
第
一
三
号
の
「
江
部
乙
の
古
跡、
昔
話
特
集
」
な
ど
、
ど
の
頁
を
あ
け
て
も

愛
郷
の
念
と
、
や
や
も
す
れ
ば
う
す
れ
が
ち
な
伝
承
と
探
究
の
熱
情
が
溢
れ
て

い
る
。

江
部
乙
町
文
化
団
体
協
議
会

歴
代
会
長

体
団
体

名

司
部江 連江 団

乙
宝

会 盟歌岩
佐

職一

正
雄|短

長

謡 短

曲 歌

三
四一

支

短
歌
紀
元
江
部
乙

社大正
三
・
四

:
区
分
|会
員
数
発足
当
時団
体
名|結
成年
月
日

単
位
団
体
―‒結

成
順
一‒

・印
は
途
中
解
散
・
合
併
団
体
ー
昭
和
五
二
年
現
在
一

吉田
恵
昭
和
二
・
六

ク
三
・一

早
弓
房
松
昭
和三
・10

吾
現
在

一
二
江
部
乙
節
南
会
昭
和
二・三

解合
散併

858

部
乙
短生

河
原

会代
表
者



ー

す
ず

ら
ん

日
本
現
代
舞 旬

究
江
部
乙
民

・ひ 協江 愛江 江 ク江 秋江:土 観江 游 音江 空裏 游 研江

部

菊

江
部
乙
絵
画
同
好
会

観
賞
協

江
部

乙
演

游
塵
会
邦
楽
部

江
部
乙
た
ん
ぽ
。

部
森
本
幹
夫|音

手
嶋
圭
二
郎
|茶

山
本
は
つ

千
嶋圭二

郎

青
木

修
短

榛
谷
美
枝子
俳

山
本
弘
子
華

大
崎
つ
る
ゑ
華

一〇

三二 三
四

一二 一三

一五
四 一

C

五
一

一〇 一
七

四
〇

四
〇

華 月 江 秋 短江 俳江 研華 華
道

光 藤 香 歌部句部究池
の

道 会ポ 部会 道 会乙 界乙 会坊ぐ
一四・
一

道
昭
和
三
・
五

小
四九・

四

〃
四三・三

ク
四三・

四

ク
三九・

九

・
豈

√
二五・10

一二
江
部乙
書
道
連
盟
〃
言
・
八

小
三
・一

〃

4
二八・
七

小
二七・
五

五
会
少
二六・
四|

会
少
云・三

会
ク
二五・二

少
二五・二

〃
二五・
四

ヘ
三三・10

心
三三・10

少
三
・
六

ぐ
二三・
五

〃
三
・
三

元
年

・・ 元
年

各
種
単
位
団
体
の
沿
革
概
要

◎
江
部乙
宝
生
会
大
正
十二
年
医
師
根
守
秀
夫
が、
一〇
人
ほど
に
指
導
し

た
が
間
も
な
く
消
滅、
昭
和二
年
医
師
野
村
巌
来
村、
謡
曲
の
普
及
に
努
め、

岩
佐
職
司
外二
〇
名
が
指
導
を
受
け
盛
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
野
村
医
師
の

死
亡
に
よ
り
深
川
よ
り
藤
岡
勘
平、
札
幌
よ
り
後
藤
良
彦
を
招
へ
い
教
授
を
受

け
た
が
両
人
と
も
故
人
と
な
り、
運
営
は
低
調
と
な
っ
て
い
った。

岩
佐
職
司

は
熱
心
に
精
進
を
続
け、
昭
和
四
十
五
年
宗
匠
家
家
元
よ
り
嘱
託
教
師
の
免
状

を
授
け、
謡
曲、
仕
舞
の
普
及
に
精
力
的
な
努
力
を
し
て
い
る
が、
現
代
は
こ

う
し
た
古
芸
術
に
対
す
る
理
解
が
乏
し
く
、
後
継
者
の
養
成
に
は
幾
多
の
困
難

が
あ
る
。

歴
代
会
長

岩
佐
職
司
(創
設
よ
り
現
在
まで)

◎
江
部
乙
短
歌
連
盟
江
部
乙
の
短
歌
文
学
は
明
治
の
後
期
か
ら
で
あ
る
が、

団
体
の
形
成
さ
れ
た
の
は
大
正
末
期
で
あ
る
。
昭
和三
年
に
は
川
柳
鋭
光
社
を

設
立、
同
六
年
短
歌
紀
元
江
部
乙
支
社
を
設
立、
同
三
十二
年
に
は
江
部
乙
短

歌
会
を
設
立、
三十
九
年
江
部
乙
短
歌
連
盟
と
改
称
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

刊
行
物
と
し
て
昭
和二
十
三
年
合
同
歌
集
「
や
わ
ら
ぎ
」
翌
二
十
四
年
同
じ

く
「雪
」、
三
十
二
年
機
関
誌
“江
部
乙
短
歌
”
編
集、
四
十
一
年
合
同
歌
集

「土
」
創
刊
第三
集
ま
で
刊
行、
協
力
し
あ
い
精
力
的
活
動
を
進
め
て
い
る
。

歴
代
会
長

河
原
正
雄
(創
設
よ
り
現
在
ま
で)

◎
江
部
乙
菊
花
秋
香
会
江
部
乙
の
菊
作
り
に
は
四
十
有
余
年
の
歴
史
が
あ

る
。当
初
小
杉
善
之
助、
岩
橋
喜
代
松
等
が
熱
心
に
普
及
に
つ
と
め
た
が、
戦
争

859

が
熾
烈
と
な
っ
た
昭
和
十
八
年ご
ろ
か
ら
一時
中
断
し
た。

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

渋谷 山越
正
吉
民

太
田
吉
一
詩

横山
森
本

藤
浦

嘉
見
岩
佐
職司|盆

正
子男 恵 松

写 華 美 舞 菊

司

絵
術

〇

真 道 真 踊 花 画 劇 楽 楽 道 道 養儀 歌一句 道 道踊 謡 吟

句
文
子
|生
活
作
文

徳
明
各
種
音
楽

深
川
支
部
江
部
乙
道
場

日
本
詩
吟
学

江
部
乙
俳
句

ろ

部 部部 部
乙 乙
百 カば 乙 好乙

の 音 書葉 メ 華

会踊 会謡 場院 会 会 会楽 会道 会 ブラ 会花 会会 会劇 部 会ぽ 部会 会 会 道

夫

泉 伊 白 吉 早 林

手
嶋
圭
二
郎
|観

嶋

田 藤 石 田 弓

写

佐
智正

賞 首 部
知香乙 筆画 楽た 塵 究乙協 支

千
家
淡
,交

和
子
舞

守
俳

茶 華 修礼 短

光
義
書

道 裁 一
〇一
七
演
劇
観
賞
会

江

音江 支江 華
部 部
乙

楽タ
ン
乙
淡
交ポ

小
三・

一

少
二〇・
九

元
年

双勢
邦房 昌
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や
が
て、
終
戦
後
の
二
十
五
年
ご
ろ
よ
り
会
も
再
興
し
、
同
好
者
も
年
々
増

加
し
現
在
の
盛
会
と
な
り、
毎
年
文
化
の
日
に
あ
る
町
の
綜
合
文
化
祭
に
は、

会
員
の
丹
誠
こ
め
た
美
事
な
菊
花
が
会
場
一
ぱ
い
に
展
示
さ
れ、
ふ
く
よ
か
な

菊
花
独
特
の
香
り
が
た
だ
よ
い、
参
観
者
を
陶
酔
さ
せ
て
い
る
。

歴
代
会
長

初
代
小
杉
善
之
助

二
代
早弓
房
松
昭
和元
～
現
在

◎
游
塵
会
邦
楽
部
昭
和
十
一
年
よ
り
山
田
流
箏
曲
と
長
唄
の
稽
古
を
始
め
て

い
た
が、
昭
和
十
八
年
戦
争
熾
烈
と
な
り
中
断、
同
二
十
三
年
よ
り
再
興
し
、

「游
塵
会
邦
楽
部
」
と
な
り
今
日
に
至
る
。

年
間
行
事
と
し
て、
新
年
弾
き
初
め
会
、
温
習
会、
町
文
化
祭
参
加、
そ
の

他
生
田
流
と
合
同
尺
八
主
催
研
究
会、
八
月
三
曲
研
究
会、
十
月
三
曲
合
同
発

表
会
、
十
一
月
滝
川
市
文
化
祭
参
加、
そ
の
間、
山
田
流
家
元
、
長
唄
家
元
を

招
待、
山
勢
門
弟、
杵
屋
門
弟
を
東
京、
小
樽、
旭
川
な
ど
よ
り
招
き
、
演
奏

会
、
研
究
会
を
行
う
等、
子
女
の
健
全
育
成
と
地
域
文
化
の
向
上
発
展
に、
力

強
い
歩
み
を
続
け
て
い
る
。

歴
代
部
長

手
嶋
双
勢
(創
設
よ
り
現
在
ま
で)

◎
江
部
乙
華
道
研
究
会
当
初
は
ご
く
一
部
の
人
た
ち
で
発
足
し
た
が、
昭
和

二
十
八
年
江
部
乙
文
団
協
創
立
を
機
会
に、
町
内
の
華
道
社
中
(大
崎つ
る
ゑ、

伊
藤
佐
智子、

山
本
弘
子、
大
崎
千
代
子、
山
本
ハ
ッ、
高
橋
芳
枝、
松
井
吹・
法
村
昌
江)
‘が

合
同
し
て
華
道
研
究
会
を
結
成
し
た
。

そ
の
後、
春
秋二
回
研
究
会
を
開
催し
、
技
術
の
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
深

め、
毎
年
文
化
祭
に
は
各
社
中
合
同
展
示
会
を
開
催し
、
地
域
の
子
女
教
育
と

文
化
の
興
隆
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た、
永
年
に
わ
た
り
江
部
乙
駅
待
合
室
に
各
社
中
交
替
で
週
一
回
生
花
を

自
費
で
展
示
し、
多
く
の
人
の
旅
情
を
慰
め、
幅
広
い
活
動
を
続
け、
地
域
民

か
ら
多
大
な
感
謝
を
さ
れ
て
い
る
。

歴
代
会
長

大
崎
つ
る
ゑ

◎
江
部
乙
俳
句
会
昭
和
二
十
九
年
九
月
創
設
す
る
。
現
在
ま
で
に
合
同
句
集

「辛
夷
」
五
集
を
出
版、
会
報
「俳
句
えべ
お
つ」
発
行
・
会
員
句
集
「陽

炎
」
を
出
版、
昭
和三
十
九
年
よ
り
毎
年
町
文
化
祭
に
俳
句
展
を
開
き、
地
方

文
化
の
進
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

守
昭
和四

歴
代
会
長

11
菅
原
虚
洞子

ク
買、
横
山

守
榛
谷
美
枝
子
昭
和三
、
増
永
小
城
昭
和元
、
横
山

〃
三二 �

◎
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
昭
和
二
十
二
年、
小
松
宗
信
が
茶
道
の
普
及
に
努
め

裏
千
家
淡
交
会
江
部
乙
支
部
を
創
設
し
た。
小
松
宗
信
は
空
知
管
内
各
地
に
出

張
教
授
し
て
い
た
関
係
も
あ
っ
て、
昭
和
三
十
年
九
月
同
会
を
空
知
支
部
と
改

称
し
た
。

手
嶋
圭
二
郎
(創
設
以
来
現
在
ま
で)

し
た
が
っ
て
管
内
に
同
支
部
に
属
す
る
会
員
は
六
〇
〇
人
以
上
に
達
す
る

が、江
部
乙
地
区
関
係
は三
六
人
で、行

事
と
し
て
は
新
年
初
釜、春

秋
お
茶
会
、

講
師
招
へ
い
研
究
会、
道
地
区
大
会
に
参
加、
陶
器
茶
盤
講
和
会
等
で
あ
る
。

ま
た、
文
化
祭
行
事
に
参
加
し
茶
会
を
催
し
、
来
観
者
に
茶
菓
の
接
待
を
し

喜
ば
れ
る
な
ど
、
子
女
の
教
養
を
高
め
る
た
め
力
強
い
活
動
を
し
て
い
る
。

支
部
長

◎
た
ん
ぽ
ぽ
音
楽
会

楽
器
(主
と
し
て
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン)
と
声
楽
の
基
礎

的
研
修
を
深
め、
個
人
の
技
能
向
上
を
目
的
に
幅
広
い
層
で
構
成、
ア
ン
サ
ン

ブ
ル、
合
唱
な
ど
含
め、
毎
年
発
表
会
を
継
続
開
催
し
、
研
修
を
深
め
あ
っ
て

860



い
る
。

昭
和
四
十
八
年
に
は
第二
四
回
目
の
発
表
会
を
開
催し
て
い
る
。
ま
た
発
表

会
に
は
地
元
並
び
に
近
隣
市
町
よ
り
各
種
団
体
を
招
へ
い
し、
多
彩
な
プ
ログ

ラ
ム
で
地
方
の
音
楽
文
化
の
振
興
に
尽
く
し
好
評
を
博
し
て
い
る
。
な
お
定
例

練
習
会
は
毎
週
一
回
を
確
保
し
て
い
る。

主
宰
者
森
本
幹
夫

◎
土
筆
会
(絵
画) 「

昭
和
二
十
五
年、
一木
万
寿
三
が
本
町
に
在
住
中、
日
曜

美
術
教
室
を
開
設
し
絵
画
の
指
導
に
熱
意
を
傾
け、
画
伯
に
師
事
す
る
者
多
数

に
の
ぼ
り
盛
会
を
極
め
た
。

昭
和
三
十
五
年
画
伯
が
札
幌
へ進
出
し
て
か
ら
指
導
者
を
失
い
中
断
さ
れ
て

し
ま
っ
た。
文
団
協
と
し
ても
加
盟
団
体
に
絵
画
の
な
い
寂
し
さ
か
ら
、
斯
道

の
普
及
に
努
力
し
た
が
、
な
か
な
か
芽
生
え
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
ご
ろ
よ
り、
か
つ
て
一木
画
伯
の
教
え
を
受
け
た
林
昌
司
が

中
心
と
な
り
愛
好
者
に
呼
び
か
け、
翌
四
十
八
年
四
月
画
伯
の
遺
し
た
"土
筆

会
へ
の
再
興
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後、
研
究
会、
文
化
祭
の
展
覧
会
開
催

な
ど
、
活
発
な
活
動
が
始
ま
り
、
今
後
の
発
展
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

役
員
創
始
一木
万
寿三

◎
江
部
乙
カ
メ
ラ
ク
ラブ

昌
司

本
町
に
お
け
る
写
真
の
歴
史
は
大
正
十
三
年
頃、

根
守
秀
夫
、
岩
佐
職
司
等
で
※
写
真
ク
ラ
ブ
を
作
り
活
躍
し
た
が
、
途
中
で
自

然
消
滅
し
た。

そ
の
後、
江
部
乙
文
団
協
設
立
と
同
時
に、
カ
メラ
ク
ラ
ブ
が
同
好
者
に
よ

り
結
成
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
行
事
は
研
究
会、
撮
影
会
、
作
品
批
判
会、
作

品
発
表
会、
毎
年
の
文
化
祭
に
は
作
品
展
示
会
を
開
催、
技
術
の
向
上
に
努
め

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

て
い
る
。歴
代
会
長

智
一
木
善
二
昭
和
元
、
岩
田
武
次
昭
和云
、
安
田
敏
夫
昭
和
元

の
咒、
泉
田
正
夫

々
三

増
永
栄
作
〃
穹、
木
下

◎
百
葉
会
(盆栽)

近
年
盆
栽
の
栽
培
は
各
地
で
盛
ん
で
あ
る
が、
当
町
に
お

い
て
も
愛
好
家
が
増
加、
平
野
庄
一、
村
井
久
一
ほ
か
同
好
者
等
が
発
起
し
て

本
会
が
結
成
さ
れ
、
会
員
も
年
ふ々
え
て
盛
会
を
極
めて
い
る。

年
中
行
事
と
し
て
は、
盆
栽
栽
培
研
究
会、
研
修
旅
行、
見
学
会
な
ど
を
行

な
い
培
養
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

な
お、
毎
年
秋
一
回
盆
栽
展
示
会
を
開
催
し
、
会
員
自
慢
の
各
種
盆
栽
が
百

五
十
余
点
展
示
さ
れ
参
観
者
を
楽
し
ま
せ
る
。

歴
代
会
長

平
野
庄
一、
山
本

栄、
佐
木々
徳
次
郎、
北
森
正
雄、
岩
佐
職
司

◎
演
劇
観
賞
協
会
昭
和
三
十
年
手
嶋
圭二
郎、
西
川
福
太
郎
等
が
"木
曜

会
"
を
設
立
し
た
の
が
本
会
の
動
機
と
な
っ
た
。

本
協
会
の
設
立
は
手
嶋
圭
二
郎
ほ
か三
〇
人
の
同
好
者
と
青
年
団
長、
婦
人

会
長
の
参
加
を
得
て
発
足
し
た
。

そ
の
後、
昭
和
三
十
四
年
新
制
作
座、
児
童
劇
団
風
の
子、
三十
五
年
か
ら

三
十
八
年
ま
で
新
制
作
座、
三
十
九
年
か
ら
四
十
七
年
ま
で
毎
年
風
の
子
、
又

は
ほ
う
ね
ん
座、
四
十
七、
四
十
八
年
前
進
座
の
「親
ら
ん
」
公
演
を
後
援
す

る
。
最
初
は
観
客
の
動
員
で
心
配
さ
れ
た
が、
回
を
重
ね
る
毎
に
観
客
層
が
定

着
し
、
よ
り
高
い
文
化
的
舞
台
芸
術
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。

手
嶋
圭
二
郎
(昭
和
三
十
四
年
創
設
以
来
現
在
ま
で
)

会
長

◎
江
部
乙
書
道
愛
好
会
江
部
乙
に
は
早
く
から
書
道
愛
好
家
が
多
か
っ
た
が
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第
十三
編
生
活
と
文
化

流
派
が
六
派
位
で
他
派
と
の
交
流
は
な
く
自
派
の
穀
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
。

昭
和
三
十
五
年
十
月、
こ
の
弊
害
を
破
り
普
遍
的
書
道
の
研
究
と
技
術
の
向

上
を
は
か
ろ
う
と
、
松
田
弥
兵
衛
ほ
か
一〇
名
の
同
志
が
集
ま
り、
書
道
愛
好

会
が
結
成
さ
れ
た
。

特
に、
旭
川
市
雪
嶺
書
道
菅
原
秀
雪
の
指
導
を
受
け、そ

の
後
は
上
田
桑
鳩、

少
覚
史
山、
東
志
青
村、
畑
中
篁
舟、
斉
藤
露
石
の
諸
師
を
招
へ
い、
技
術も

著
し
く
向
上
、
各
地
の
書
道
展
に入
選
す
る
会
員
も
数
多
い。
ま
た
、
毎
年
の

文
化
祭
に
は
作
品
展
を
開
催、
書
道
の
普
及
と
振
興
に
努
め
て
い
る
。

歴
代
会
長

初
代
松
田
弥
兵
衛
昭
和豆

◎
ひ
ろ
ば
の
会
(生
活
作文)

昭
和三
十
五
年
十
月
に
創
設
、
毎
月
学
習
会
を

開
催
し
て
研
修
し
、
年
二
回
文
集
を
発
行
し
て
い
る
。
北
海
道
え
ん
ぴ
つ
を
握

る
母
の
会
に
加
入、
母
親
大
会、
母
と
女
教
師
の
集
い、
全
道
作
文
教
育
研
究

大
会、
N
H
K
婦
人
学
級、
全
道
婦
人
会
議
等
に
参
加し
、
現
代
婦
人
の
地
位

向
上
と
教
養
を
高
め
る
た
め
に
活
動
の
展
開
を
し
て
い
る
。

歴
代
会
長

岩
佐
俊
子

菅
原
と
み
昭
和
芸
、
井
上
寿
子
昭
和
穹
、
湯
浅
茂
子
昭
和
穹

昭
和
器
、
森
本
文
子
昭
和
瑩
、
中
村
洋
子
昭
和
巽

昭
和
巴

森
本
文子

S
現
在

◎
江
部
乙
音
楽
協
会
町
内
各
種
音
楽
団
体
の
活
発
な
進
展
に
伴
な
い、
各
団

体
代
表
者
と
の
交
流
を
図
り
、
特
に
文
化
祭
に
行
わ
れ
る
「
全
町
音
楽
交
換

会
」
の
企
画、
運
営、
開
催
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

ま
た、
そ
れ
ま
で
は
各
種
招
へ
い
音
楽
会
(例
えば
高木東

六、
宮沢
明子
ピア
ノ

リ
サイ
タル)

京
都
大
、
武
蔵
野
音
大、
明
治
大、
日
本
大
等
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

及
び
ア
ン
サン
ブ
ル
の
主
催
は
町
音
楽
サー
ク
ル
ヘ
小
・
中
音
楽
研
究
会
>
で

な
さ
れ
た
が、
全
町
的
な
組
織
で
幅
広
く
実
施
し
た
い
意
図
も
あ
っ
て
結
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

全
町
音
楽
会
の
種
目
は
声
楽
(独唱・

合
唱)
・
器
楽
(独奏
・
合
奏
)・
邦
楽
・

民
謡
・
詩
吟
・
バ
レー
な
ど
で
、
理
事
は
次
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
町
音
楽
サー
ク
ル
委
員
長、
游
塵
会
邦
楽
部、
た
ん
ぽ
ぽ
音
楽
会
、
民

謡
研
究
会、
バ
レ
エ研
究
会、
詩
吟
道
場、
グ
リ
ー
ン・
アン
サン
ブ
ル、
舞

踊
会、
そ
の
他
。

歴
代
会
長

幹
夫

S昭
五
S昭

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
に
創
設、
当
初
は
幾
多

の
困
難
に
遭
遇
し
た
が、
役
員
の
熱
意
に
よ
つ
て
し
だ
い
に
会
員
も
増
加
し
、

会
の
基
礎
も
確
立
し
、
力
強
い
活
動
を
展
開、
毎
年
の
文
化
祭
に
は
作
品
展
を

開
催、
そ
の
美
し
さ
は
参
観
者
を
驚
嘆
さ
せ
て
い
る。
会
員
は
毎
月
研
究
会
を

開
き
技
術
の
向
上
に
努
め、
ま
た
見
学
会
等
も
行
っ
て
い
る
。

歴
代
会
長

松
村
朝
子
昭
和
空、
野
田
ハ
ッイ

昭
和
穹
、
土
川
寿
満
恵
昭
和
異

・江
部
乙
詩
吟
道
場
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
深
川
支

部
江
部
乙
道
場
と
し
て
発
足
、
当
時
は
会
員
一
八
名
で
あ
っ
た
が、
次
第
に
増

加
し
盛
会
と
な
る
。
毎
週
火
曜
日
を
練
習
日
と
定
め、
熱
心
な
研
鑚
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。

年
間
行
事
と
し
て
は、
三
回
の
審
査、
支
部
大
会
及
び
文
化
祭
行
事
の
参
加
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老
人
ク
ラ
ブ
の
慰
問
等
を
行
っ
て
い
る
。

太
田
吉
一
(創
立
以
来)

会
長

◎
江
部
乙
民
謡
研
究
会
昭
和
四
十
四
年
に三
味
線
練
習
を
開
始、
東
元
好
子

他
数
名
が
修
得、
同
四
十
五
年
江
部
乙
文
団
協、
空
知
民
謡
会
に
入
会、
春
祭

り
招
魂
祭
に
出
演、
老
人
ホ
ー
ム、
交
通
安
全
神
社、
江
部
乙
神
社
祭
典、
盆

踊
り、
勤
労
感
謝
祭
等
の
諸
行
事
に
出
演、
ま
た
滝
川
市
歩
行
者
天
国
の
応
援

出
演
を
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

な
お
会
員
は
各
地
の
民
謡
大
会
に
出
演
し、
優
勝
を
す
る
な
ど
、
ま
た
、
春

秋
二
回
発
表
会
を
開
催、
町
民
に
多
大
な
感
銘
を
与
え
て
い
る
。

創
立
昭
和
四
十
三
年
十
二
月

歴
代
会
長
山
越
正
吉

◎
北
辰
校
音
楽
隊
明
治
四
十
年三
月、
卒
業
式
あ
と
に
行
わ
れ
た
緊
急
同
窓

会
で
紙
谷
義
一
の
発
議
に
よ
り
、
子
供
の
音
楽
隊
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り、
屯
田
の
両
中
隊
全
部
に
寄
付
を
あ
お
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

募
金
は
意
外
な
ほ
ど
反
響
を
呼
び、
目
小
杉
酒
保、
⑦
石
丸
酒
保
な
ど
は
、

目
標
額
以
上
の
寄
付
で
予
定
を
上
ま
わ
る
ほ
ど
の
額
で
あ
る
。

当
時、
東
京
銀
座
に
十
字
屋
と
い
う
楽
器
店
が
あ
り、
そ
の
店
に
楽
器
を
注

文、
大
太
鼓、
小
太
鼓、
シン
バ
ル、
ク
ラリ
ネ
ッ
ト、
コ
ル
ネ
ット
、
テ
ナ

ー
、
ア
ルト
、
バ
スバ
リ
ト
ン
な
ど
が
受
け
渡
た
さ
れ、
そ
の
年
の
初
秋
に
は

早
く
も
練
習
に
か
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

練
習
に
つい
て
は、
札
幌
音
楽
会
から
斉
藤
嘉
一郎
と
い
う
人
が
来
て、
毎

夜
学
校
で
練
習
し
、
照
井
校
長
も
在
任
中
で
よ
く
来
て
督
励
し
て
い
た
。

最
初
の
練
習
曲
は
「逝
去
の
友
」
と
い
う
小
曲、
二
番
目
は
「
遠
洋
漁
業」

で
、
皆
が
卒
業
生
で
あ
る
のと
好
き
で
集
ま
っ
た
者
ば
か
り
で
上
達
も
す
ば
ら

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

し
か
っ
た
。
こ
れ
が
北
辰
小
学
校
同
窓
会
音
楽
隊
の
始
ま
り
で
あ
る
。

◎
北
辰
中
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
P
T
A
役
員
の
尽
力
と
多
く
の
人
の々
善
意

に
満
ち
た
寄
付、
江
部
乙
音
楽
の
先
駆
者
森
本
幹
夫
ほ
か
同
僚
た
ち
の
応
援、

励
ま
し
、
協
力、
そ
ん
な
多
く
の
暖
か
い
目
に
囲
ま
れ、
松
浦
欣
也
と
生
徒
と

の
勝
負
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
生
徒
た
ち
が
何
と
物
凄
い
、
し
ご
い
て
も
し
ご
い

て
も
食
ら
い
つ
い
てく
る
。
朝
は
六
時ご
ろ
から
集
ま
り、
夜
も
七
時、
八
時

と
遅
く
ま
で
の
猛
練
習
。
も
ち
ろ
ん、
夏
、
冬
休
み
も
休
ま
ず
練
習
を
続
け

た
。昭
和
三
十
六
年
度
から
四
十
二
年
度
ま
で
に、
N
H
K
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
で

計
六
回
の
北
海
道
優
勝、
う
ち
三
回
は
全
国
で二
位、
三位
、
四
位
の
好
成
績

を
お
さ
め
た。

コ
ン
クー
ル
の
予
選
で
一
度
だ
け
滝
川
江
陵
中
に
や
ぶ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
の
江
陵
中
の
指
導
者
が
兄
の
松
浦
真
で
あ
っ
た
。
全
く
皮
肉
な
も
の
で

あ
る
と
、
松
浦
欣
也
は
往
時
を
し
の
び、
ポ
ッと
ひ
と
り
ご
と
を
い
う
。
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ふるさとの歌(江部乙)
えべおつかっぽれ

森本幹夫 作詞
作曲

前田忠次
森本幹夫 作曲

はずませて
Cam>>>

GT

-3-

Ab Cm Fm G7

f
(歌)Cm GT Cm

Cmmf

1.

る の か ぜふ きゃ2.

っは ほ のぼ の

Fm G7 Cmf

Fm Cm

1～2. ハ ア ・え べ お つ 1 よ い と こ ー み んな で

Cm D7ヨ イ ト ナ4

6 . 7 A

お ー ど れ

り
し

ん
だ

ご
と

は
あ な さ

く
に
つ
げ

んか

の
ん

D7 Gm Cm Gm D7

fGm
5 む ら

と
の

し
れ

ほ
き

う
し の や 一

ど
さ てで1 サーット サ ッサ ノ ヨ イ ト ナ

え

あ
あ

の
つ

●
こ
て

え
も

Cm mp f 1366 y

く
い もそ ら

ち
い

へ
り

い
ん

1
1

やご
●
の
の

は
は

る
な だー

8 の
く ほ ん に

G7 Cm

-5-1

1
9 N

え べ お つ よ い と ろ

一、
春
の
風
吹き
ゃ

江
部
乙
小
唄氷も
と
け
て

三、
秋
の
田
圃に
ゃ

た
んぽ

ん

ほ
ん
に
江
部
乙
よ
い
と
こ
ろ

ほ
ろ
り
思
案
を
す
る
そ
う
な

啼
く
声
き
け
ば

明
け
て
烏
の

から
す
い
でゆ
の
客
も

く

に

ほ
ん
に
江
部
乙
よ
い
と
こ
ろ

村
の
乙
女
は
き
り
ょ
う
よ
し

むす
め

ち
ょ
い
と
見
て
お
く
れ

な
び
く
筈
だ
よ
稲
穂
が
な
び
く

※昭和12年作。当時はNHKから放送されたり、
のど自慢で歌われたり、あらゆる会合や、また
学校などでよく歌われ、年輩の方には懐しい思
い出の曲である。
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文
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江 部 乙 小 唄
作詞

Moderato はずませてD7Gm C D7

Gm1r.

f

DIGm Gm D7 Gm Gm

(歌) Gm Cm D7,, Gm Cm

D7D7

Fmp

Cm

bby

こ お り も け

と
あ け

て
て

に
む

り

と し ほー う の
かすみ に ら の れ

め
た

ぶ
か

きで

Gm Cm Gm

の こ

え
も な

つか し い え べ お つ か っ ぽ れの て D7Gm Gm D7 Gm D7

こ よし で ヤッコラサ ノき がは ず む く【あ か る く た の し

D7D7 Gm Cm Gm

0 Y

サ ソ レ チ ョイ ト ひとお ど り

ほ
ん
に
江
部
乙
よ
い
と
こ
ろ

名
代
り
ん
ご
の
花
が
咲
く

芳
り
も
高
い

村
の
歴
史
に
～ 霞
に
明
け
て

ほ
ん
に
江
部
乙
よ
い
と
こ
ろ

空
知
平
野
の
春
じ
ゃ
も
の

野
山
は
芽
吹
く

二
里
と
四
方
の

ま
り

は
も

一

y

の
か

おに

二
、
夏
は
ほ
の
ぼ
の

G7 Cm

4
0

4
「な かよ し

Gm Cm
DT

4 一

がー さな だ

い ま
つ み

に り

G7

Cm

AvGm

Cm

"ー

D:

4

は
な

4

きー し に

√

四
、
一夜
泊
り
の

ひ
とや



お月さんもしもだよ
曲線立歩 作詞
森本幹夫 作 曲

Moderato(J=92位) B7 Am Em

15-

B7

1～2.お・ お い お つ き さん し だー

よ

Em B7Am Am Em Em

二二二こひ

-C

ら い たー

は
は

な
な

ーがB Em Am Em

あ
ー

っ
一

た な ら た
一

と え
一 も だ えて いよう

ると こも
と

Am Em EmEm Am

p
りょ う て を ひろ げて りょ う て を ひ ろ げてEm Em B Em= み

ー ん な を と り わ に な つG 0

0

ぶ ん か の はは な を ・ さ か 1 せ よ う

し ろ い は な ー び ら

に

0 G 0 G 0 D7 G

つ ゆ しし ず く が か 1

る と き

0 E

>
S
G
1 0 G

り

の

ん 6

お か ー に あ さー が

く つ
る

D G DC
1 D
f

0

>

00

こ ん な あ か

る トい ふ る

1 さ

と に

0 0

Gv

D G 0

T

て てD7

>

こ ー こ ろー ゆ くまで

さ
さ
ち

ら せ

て
て

よ
よ

み ん な の 町
嘉見光義 作詞
森本幹夫

J=120 明るくマーチのはやさで
mfG

D7 G
G C

0 G

V

T

か れ ん な

が
あ なたのかげに ひっそりと

ひ
ち っ て く

わび し く みえ ようと」
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mfEm

両
手
を
ひ
ろ
げ
て

両
手
を
ひ
ろ
げ
て

た
と
え
も
だ
え
て

ひ
ら
い
た
花
が

あ
な
た
の
影
に
ひ
っ
そ
り
と

も
し
も
だ
よ

一、
お
お
ー
い
お
月
さ
ん

お
月
さ
ん
も
し
も
だ
よ

こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
咲
か
せ
て
よ

こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
散
ら
せ
て
よ

両
手
を
ひ
ろ
げ
て

見
え
よ
う
と

た
と
え
佗
び
し
く

散
っ
て
く
花
が

あ
っ
た
な
ら

貴
方
の
影
に
ひ
っ
そ
り
と

も
し
も
だ
よ

二
、
お
お
ー
い
お
月
さ
ん

文
化
の
灯
か
か
げ
よ
う

あ
か
り

み
ん
な
手
を
と
り
輪
に
な
って

こ
ん
な
静
か
な

ふ
る
さ
と
に

石
狩
渡
る
川
風
よ

黄
昏
ひ
そ
と
迫
る
と
き

三
、
ピ
ン
ネ
の
峰の
夕
映
え
に

※町文団協会員の要望で、年輩の方々のための歌
謡曲として、演歌調のもの。昭和43年、新年総
会で発表された。

※「おとなも子どもも、気軽にどこででも歌える
えべおつのホームソングがほしい……… 」と、文
団協会員の要望で、昭和43年に作られた。

み
ん
な
の
町

り
ん
ご
の
丘
に
朝
が
く
る

こ
ん
な
明
る
い
ふ
る
さ
と
に

み
ん
な
手
を
と
り
輪
に
な
っ
て

つ
ゆ
の
雫
が
光
る
と
き

一、
か
れ
ん
な
白
い
花
び
ら
に

文
化
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

二、
明
る
い
陽
ざ
し
に
ふ
く
ら
ん
だ

み
ど
り
の
風
の
そ
よ
ぐ
窓

愛
の
チ
ャイ
ム
は
流
れ
く
る

こ
ん
な
平
和
な
ふ
る
さ
と
に

み
ん
な
手
を
と
り
輪
に
な
っ
て

文
化
の
歌
を
う
た
お
う
よ

ご

..

0 0

0

70

6

D

D 0

か せ

あ
っ
た
な
ら

い
よ
う
と
も

両
手
を
ひ
ろ
げ
て

作曲

0
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第
十三
編
生
活
と
文
化
・

第
二
節
趣
味
・
芸
能

華
道

明
治三
十
五
年
ご
ろ、
楓
通
り
三
丁
目
(今の

栄
町)
の
自
宅

で
山
本
タ
ッ
が
、
華
道
利
休
流
を
始
め、
門
弟
十
名
内
外
を
も
っ
て
い
た
が、

昭
和
十
年
死
亡、
山
本
ソ
デ
、
岡
崎
田
鶴
子
が
そ
の
後
を
継
承
し
た
。

ま
た、
大
正
三
年
ご
ろ
、
幌
内
から
土
屋
辰
治
を
招
き
前
山
徳
太
郎、
杉
本

文
吉
を
中
心
と
し
て
新
谷
早
苗、
山
田
九
一、
河
内
平
次
郎、
鈴
木
市
太
郎、

田
中
重
助、
広
部
伊
織、
高
畑
雄五
郎、
斉
藤
孫
吉
、
武
田
シン
な
ど
が、
同

志
的
会
合
を
続
け、
昭
和
十
年
ご
ろ
松
月
堂
古
流
全
盛
期
の
師
範
職
と
し
活
躍

し
た
が
男
性
の
多
い
こ
と
が
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

昭
和
四
年、
滝
川
高
等
女
学
校
が
設
置
さ
れ、
華
道
教
授
と
し
て
杉
本
文
吉

が
嘱
託
さ
れ、
次
い
で
山
田
九
一
が
こ
れ
を
継
ぎ、
昭
和三
十
年
ご
ろ
ま
で
生

徒
の
指
導
に
当
た
っ
た
。

大
正
五
年、
岩
見
沢
町
か
ら
沢
枝
玉
枝
が
出
張
授
業
を
始
め、
こ
の
地
に
池

の
坊
の
普
及
を
み、
広
部
ヒ
デ、
大
竹
幸
子、
山
田
ハ
ル、
神
部
東
枝、
相
川

某
、
三
浦
美
代、
根
井
タ
カ、
近
藤
キ
ネ
オ、
浅
田
キ
タ、
横
山
シ
ゲ
を
中
心

に、
昭
和二
十
年
ご
ろ
ま
で
教
授
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

大
正
十
年
砂
川
か
ら
井
高
い
そ
が
出
張
教
授
を
始
め、
土
井
某、
寒
河
江
文

尾
、
杉
浦
某、
遠
藤
サト、

石
渡
カ
ッ
江、
杉
井
ト
ク子
、
山
根
喜
作、
渡
辺

春
吉
ら
の
教
授
者
を
養
成
し
この
流
派
発
展
の
基
礎
を
築
い
た。
ま
た三
浦
ュ

ミ
が
一
の
坂
で
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
指
導
を
し
て
い
る
。

昭
和
十
六
年、
池
の
坊
華
道
会
北
空
知
支
部
を
結
成
し、
浅
田
キ
タ
を
初
代

支
部
長
に
推
し、
今
日
の
「華
道
会
滝
川
支
部」
の
隆
昌
を
み
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

小
原
流
家
元
教
授
本
間
如
照
は、
昭
和
二
十
三
年
新
十
津
川
村
か
ら
移
住、

自
宅
で
門
弟
の
指
導
を
始
め、
そ
れ
以
来
年
と
共
に
盛
ん
に
な
り
小
原
流
国
風

会
空
知
支
部
を
結
成
し
た
。
当
市
で
は
須
藤
照
嶺、
尾
崎
照
枝
ら
が
師
範
と
し

活
動
を
し
て
い
た
。

盤
景

昭
和
八
年
ご
ろ
よ
り
盤
景
の
師
範
佐
川
ウ
サ
が
当
町
に
出

張
教
授
を
し
て
い
た
の
が、
盤
景
紫
山
流
の
始
ま
り
で、
当
時
杉
村
哲
子、
武

田
セイ
、
近
藤
キ
ネ
オ、
北
川
キ
ク
等
が
指
導
を
受
け
て
い
た
。

昭
和
十
一
年
滝
川
支
部
を
設
け
杉
村
哲
子
が
支
部
長
と
な
り
そ
の
普
及
に
努

め
た
が
、
戦
争
が
し
だ
い
に
烈
し
く
な
る
に
つ
れ
中
断
さ
れ
た。

曲

戸
三二

謡

宝
生
流
の
滝
川
に
お
け
る
始
祖
は
野
村
巖
で、
野
村
は
大

正
四
年、
帯
広
か
ら
転
居
の
折、
玉
置
里
見
に
頼
ま
れ
私
立
滝
川
病
院
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
五
年
ご
ろ
か
ら
同
好
の
志
、
寒
河
江
巧、
森
田
亀

治
、
根
井
仁
太
郎
等
と
練
習
を
始
め
た
。
野
村
が
去
っ
た
後、
寒
河
江
は
医
業

の
余
暇、
西
尾
英
太
郎、
横
山
仁
平
次、
角
五
衛、
亀
屋
虎
蔵、
神
部
東
枝ら

と
練
習
を
続
け
て
い
た
が、
そ
の
指
導
を
受
け
た
も
の
は
百
数
十
名
に
及
ぶ
で

あ
ろ
う
。

寒
河
江
は
そ
の
奥
伝
を
き
わ
め、
宝
生
流
宗
家
九
郎
の
嘱
託
と
な
り
、
こ
の

道
の
普
及
に
尽
力、
ま
た、
杉
村
定
計、
杉
村
哲
子
は
旭川
市
斉
藤
清
子
師
範

に
つ
い
て
学
び
師
範
の
技
術
を
得
て
い
る
。

滝
川
の
観
世
会
は、
市
の
草
分
け
で
あ
る
高
畑
利
宜
が、
明
治二
十
一
年
駅

逓
を
つ
く
り
当
地
に
お
ち
着
き、
趣
味
と
し
て
観
世
流
謡
曲
を
よ
く
し
た
。
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明
治
四
十
年ご
ろ
、
この
道
を
楽し
む
染
谷
喜
久
吉、
奥
井
直
吉、
門
山
周

通
、
深
沢
四
郎
ら
の
同
好
者
と
観
世
会
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
更
に
鈴
木
鴻、

神
部
為
蔵、
神
部
東
枝、
小
華
和
貞
男
ら
も
加
わ
っ
て、
し
だ
い
に
隆
昌
の
機

運
に
向
か
い、
大
正
の
初
め
高
畑
雄
五
郎
に
よ
り
一
層
会
を
盛
り
あ
げ
、
大
正

二
年
か
ら
七
年
ご
ろ
ま
で
札
幌
市
在
住
の
観
世
麗
治
(後
に
改名し

て
観
世
真
弘
)を

滝
川
に
招
き、
月
一
回
の
練
習
会
を
催
す
な
ど
し
て
同
好
者
が
五〇
名
を
超
え

る
ま
で
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
に
入
っ
て
から
や
や
低
調
と
な
り、
と
き
お
り
会
を
催
す
程

度
と
な
り、
殊
に
戦
時
体
制
に
な
っ
て
か
ら
全
く
途
絶
え
て
終
戦
と
な
っ
た
。

終
戦
後
、
こ
の
道
の
再
興
を
め
ざ
し
て
高
畑
雄
五
郎、
山
本
庵
ら
に
よ
っ
て

初
心
者
指
導
を
始
め
た
が、
昭
和二
十
一
年
十
月
に
山
本
庵、
同
二
十
四
年
高

畑
雄
五
郎
が
死
亡
、
高
畑
宜
雄
が
観
世
会
長
を
嗣
ぎ
、
週
一回
同
好
者
に
よ
り

こ
の
道
を
楽し
ん
で
い
る。
会
員
数
は三
〇
名
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た。

こ
の
ほ
か、
昭
和三
十
年
から
駅
長
山
本
広
治
が
師
匠
と
な
っ
て、
駅
員
二

○
名
ほ
ど
を
指
導
し
て
い
た
が、
三十
三
年
駅
長
の
転
勤
と
共
に
立
ち
消
え
と

な
っ
た。
ま
た、
滝
川
家
政
学
院
内
音
楽
セン
ター
で、
観
世
流
謡
曲
科
が
設

け
ら
れ
中
森
重
雄が
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。

舞

踊

滝
川
藤
間
流
日
本
舞
踊
研
究
所
は、
昭
和
九
年
四
月
一
日、

佐
木々
舞
踊
研
究
所
と
し
て
発
足
し
、
佐
木々
静
江
が
指
導
に
当
た
っ
て
い
た。

佐
木々
静
江
は
札
幌
市
藤
間
勘
雪
に
師
事
し
、
師
の
亡
き
あ
と
は
藤
間
雪
千

代
に
師
事
し
て
研
究
を
重
ね
て
い
た
。
終
戦
後
東
京
に
出
て
赤
坂
区
溜
池
の
藤

間
勘
太
郎
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
を
積
み、
つ
い
に
昭
和
二
十
八
年
五
月
二
十

八
日、
家
元
藤
間
勘
右
衛
門、
尾
上
松
緑
か
ら
の
名
取
免
許
状
を
授
与
さ
れ、

第
三
章
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そ
れ
以
来
藤
間
勘
太
哥
の
芸
名
で
指
導、
昭
和三
十
一年
四
月、
藤
間
流
日
本

舞
踊
研
究
所
と
改
称
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
滝
川
市
内
は
も
ち
ろ
ん
近
隣
に
出

張
所
を
設
け
て
指
導
し、
情
操
豊
か
な
人
が
ら
を
つ
く
り、
人
格
の
向
上
に
努

め
る
と
共
に
体
位
の
向
上
に
心
を
傾
け
て
いる
。
藤
間
太
哥
智
代、
藤
間
太
哥

由
喜、
藤
間
太
哥
恵、
藤
間
太
哥
洋
を
は
じ
め、そ

の
指
導
を
受
け
て
い
る
も
の

は
多
い
。
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
三
日
、滝
川
町
文
化
奨
励
賞
を
受
け
て
い
る
。

ま
た、
昭
和二
十
一
年
から
、
東
流
舞
踊
を
通
し
て
文
化
の
向
上
に
寄
与
し

よ
う
と
弟
子
を
と
っ
て、
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
東
昶
吉
は、
多
年
に
わ
た
る

功
労
を
認
めら
れ、
昭
和
三
十
年
十
一
月
三
日、
滝
川
町
文
化
奨
励
賞
を
授
与

さ
れ
た
。

東
昶
吉
の
死
去
後、
東
昶
鈴
(鈴
木時子)

が
そ
の
後
を
継
い
で
「東
流
昶
鈴

会
」
と
改
称
し、
こ
の
道
の
指
導
に
つ
と
め
て
い
た。

舞
踊
花
柳
流
は
大
正
末
期、
花
柳
徳
文
に
よ
っ
て
花
柳
流
徳
実
会
が
創
立
さ

れ
た
も
の
で、
北
海
道
地
方
の
花
柳
流
舞
踊
の
普
及
を
目
的
と
し、
昭
和二
十

五
年
花
柳
徳
文
乃
が二
代
目
を
引
継
ぎ
砂
川
市
日
の
出
町
か
ら
出
張
指
導
に
当

た
っ
て
お
り、
花
柳
徳
文
杏、
花
柳
文
乃
富
、
花
柳
英
持、
花
柳
左
貴
乃
ら
が

そ
の
流
れ
を
伝
え
て
い
る
。

将 終
戦
後、
バ
レ
エが
流
行
し
て
来
た
。
滝
川
に
も
昭
和二
十
七
年
六
月
、
内

山
玲
子
の
来
町
を
機
会
にバ
レ
エ研
究
所
を
作
ろ
う
と
、
浜
中
俊
輔、
武
田
セ

イ
ら
の
奔
走
で
滝
川
バ
レ
エ
研
究
所
が
誕
生
し
た
。

棋
滝
川
の
将
棋
は
そ
の
昔
、
五
十
嵐
太
郎
吉
な
ど
が
熱
心
な

棋
士
で
あ
っ
た
。
昭
和
八
年
に
丹
野
俊
次
郎
が
宮
城
県
か
ら
移
住
し
、
伊
藤、

大
竹、
亀
屋、
越
中
屋
、
本
田、
中
田ら
同
好
の
士
が
会
し
て
大
い
に
棋
を
練
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第
十三
編
生
活
と
文
化

り
、
将
棋
滝
川
の
名
を
近
隣
に
と
ど
ろ
か
せ
た
。

昭
和
十
年
滝
川
棋
友
会
が
誕
生
し
、大
竹
竹
蔵
を
会
長
に
推
し
丹
野
俊
次
郎、

伊
藤
貞
一、
亀
屋、
吉
田
ら
の
有
段
者
が
お
り、
将
棋
会
は
ま
す
ま
す
隆
昌
を

み、
旭
川
、
岩
見
沢、
砂
川
な
ど
の
支
部
対
抗
試
合
に
は、
い
つも
優
勝
し
た

も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
に
は
人
造
石
油
会
社
が
で
き、
人
石
に
は
荒
川、

鈴
木、
日
置
ら
の
有
段
者
が
い
て、
滝
川
の
将
棋
会
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。

ま
た、
日
本
棋
院
の
木
村
義
雄
名
人、
花
田
八
段、
渡
辺
八
段、
大
山
名

人、
丸
田
八
段、
五
十
嵐
八
段
ら
多
数
の
専
門
棋
士
を
招
い
て
棋
道
発
展
に
努

め
た
。

昭
和
十
八
年
棋
友
会
は
日
本
将
棋
連
盟
に
加
盟
し
、
日
本
将
棋
連
盟
滝
川
支

部
と
な
り、
有
段
者も
多
く
優
秀
な
戦
績
を
残
し
て
い
る
。

歴
代
会
長
初
代
大
竹
竹
蔵、

二
代
伊
藤
貞
一、

三
代
鈴
木
猛
市

囲
碁

囲
碁
は
滝
川
開
基
当
初
か
ら
娯
楽
と
し
て
個
々
の
間
で
行

わ
れ
て
い
た
が、
明
治
四
十
年
代
か
ら
森
太
郎
人、
山
崎
庸
哉、
奥
井
直
吉、

細
越
政
右
ェ門
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
本
山
鹿
太
郎、
加
賀
井
弥
市、
長
井

慶
治、
竹
越
久
寿、
広
部
弥
助、
斉
藤
数
雄、
内
田
三
之
助、
佐
木々
種
彦
ら

が
相
当
な
実
力
を
持
っ
て
い
た
。

昭
和
十
年
ご
ろ
に
囲
碁
同
好
会
が
で
き、
佐
藤
勘
次
郎
を
会
長
と
し
年
一
、

二
回
碁
会
が
続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
綿
谷
幸
太
郎
は

初
段
を
免
許
さ
れ
滝
川
囲
碁
会
の
発
展
に
尽
力
し
た。
昭
和三
十
五
年
一
月
十

四
日、
日
本
棋
院
滝
川
支
部
を
結
成、
囲
碁
研
究
を
通
し
て
親
睦
融
和
が
図
ら

れ、
五
十
四
年
現
在
市
内
の
最
高
位
は
上
林
義
光
六
段
で
全
道
的
に
屈
指
で
あ

り、
五
段
以
下
高
段
者
の
層
も
厚
く
な
り
、
囲
碁
人
口
の
増
加
を
見
せ
て
い
る
。

美
術

昭
和
二
十
二
年
こ
ろ
市
内
末
広
町
(現本

町)
に
住
ん
で
い

た
菊
地
秀
二
が、

一水
会
会
員
で
ア
ト
リ
エ
を
持
ち
、
洋
画
に
精
進
し
て
い
た

が、
昭
和二
十
六
年
こ
ろ
上
京
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
四
月
、
同
好
者
一
木
万
寿
三
夫
妻
、
坪
谷
六
郎、
越
沢
満、

塚
田
進、
長
田
節
子、
山
川
義
夫、
林
正
司、
斉
藤
恭
子
等
九
名
が、
滝
川
ド

レ
ス
メー
カー
女
学
院
教
室
に
集
合、
美
術
同
好
会
を
結
成、

一木
万
寿
三
の

発
案
に
よ
っ
て
「黄
土
会
」
と
称
し
、
美
術
活
動
を
推
進
し
美
術
思
想
の
普
及

発
達
を
は
か
っ
た。
同
年
十
一
月
三
日
文
化
の
日
を
選
ん
で、
第
一回
展
覧
会

を
第
一
小
学
校
で
開
催、
出
品
点
数
は
約
四
十
点
で
あ
っ
た
。

昭
和三
十
年、
真
柄
修
一、
松
田
禎
夫、
梅
沢
馨、
織
田
文
子、
白
鳥
友二

郎
ら
が
入
会
、
こ
の
年
から
定
期
的
に
会
費
を
徴
収
し
、
月二
回
の
デ
ッ
サン

会
を
開
き、
会
員
相
互
の
技
術
や
芸
術
論
に
修
練
を
積
ん
だ
。
そ
の
後
、
一
木

夫
妻
や
そ
の
他
会
員
の
他
に
転
出
す
る
も
の
が
続
き
、
現
在
は
わ
ず
か
数
名
に

と
ど
ま
る
に
過
ぎ
な
い
。

写 昭
和
三
十
七
年
坪
谷
六
郎、
同
三
十
九
年
真
柄
修
一
が
道
展
会
員
に
推
挙
さ

れ、
同
四
十
一
年
に
真
柄
は
一
水
会
員
と
な
り、
同
四
十
五
年
古
村
勝
新
道
展

会
員
に
推
挙
さ
れ
て
い
る
。
な
お、
道
展
に
入
賞
す
る
者
も
多
く
な
っ
た
。

真
昭
和
二
十
三
年
八
月、
神
部
弘
二
、
高
田
穰
ら
が
中
心
と

な
り
、
同
好
者
に
よ
り、
新
十
津
川
町
川
合
弘
起
を
指
導
者
と
す
る
空
知
写
真

倶
楽
部
が
結
成
さ
れ
た。

同
二
十
六
年、
神
部
弘
二
を
会
長
に、
全
日
本
写
真
連
盟
滝
川
支
部
を
設
置

し
た
。

近
年、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
が
激
増
し、
写
真
技
術も
急
速
な
進
歩
を
見
る
に
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至
り、
毎
年
の
文
化
祭
に
は
出
品
多
数
で
写
真
展
を
賑
わ
せ、
春
秋
に
は
写
真

撮
影
会
を
開
き
技
を
競
っ
て
い
る
。
国
際
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
全
日
本
写

真
サ
ロン
、
富
士
写
真
コ
ン
テ
ス
ト、
道
展、
北
海
道
サ
ロン
等
に、
会
長
は

じ
め
会
員
の
作
品
を
出
品、
多
数
入
賞
の
栄
を
か
ち
得
て
い
る
。

書
道道

昭
和
十
一
年
、
少
覚
納
(史山)

が
御
手
洗
書
道
会
を
第
二

小
学
校
に
創
立
し
た
が、
昭
和
十
五
年
から
終
戦
ま
で、
会
長
応
召
の
た
め
閉

鎖
し
て
い
た。
戦
後
再
び
活
動
を
開
始
し
「墨
仙
書
道
会
」
と
改
称、
少
覚
を

中
心
に
山
田
青
畝、
永
田
青
雲、
東
志
青
村、
山
本
史
江
が
指
導
者と
な
り
青

少
年
会
員
の
指
導
に
当
た
っ
て
お
り、
毎
年
正
月、
三
月
、
十
一
月
に
書
道
展

を
開
催、
時
に
個
展
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か、
上
田
桑
鳩、
桑
原
翠
邦
を
招
き

講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

昭
和三
十
四
年
十
一
月
一
日、
滝
川
高
校
教
諭
畑
中
順
太
郎
(篁
舟)
を
中

心
と
し
、
高
校
生
及
び
一
般
の
斯
道
愛
好
者
に
よ
っ
て
土
筆
会
が
結
成
さ
れ、

畑
中
篁
舟、
寺
島
鶴
水
が
指
導
に
あ
た
り、
文
化
祭、
卒
業
式
に
展
覧
会
を
開

き
書
道
の
興
隆
に
努
力
し
て
い
る
。

な
お
そ
の
後、
昭
和
三
十
七
年
十
月
に
は
斉
藤
露
石
に
よ
る
斉
藤
書
芸
社、

同
四
十
四
年
十
月
に
は、
畑
中
篁
舟
に
よ
る
滝
川
書
道
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。

音

楽

昭
和
五
年
鈴
木
善
治
を
中
心
に、
こ
の
道
の
愛
好
者
た
ち二

十
余
名
に
よ
っ
て
「滝
川
ハー
モ
ニ
カバ
ン
ド
」
が
結
成
さ
れ、
東
京
か
ら
川

口
章
吾
を
迎
え、
初
め
て
発
表
演
奏
会
を
開
い
た
。
そ
れ
以
来
随
時
集
合
し
練

習
し
こ
れ
を
楽
し
ん
で
い
た。

昭
和
八
年、
滝
川
音
楽
協
会
と
改
称
し
和
久
井
重
一
を
指
導
者
に
迎
え、
ハ

ー
モニ
カ
を
中
心
と
す
る
新
し
い
編
成
に
作
り
変
え
同
志
も
し
だ
い
に
増
加

し、
同
十三
年
新谷
早
苗
が
会
長
と
な
り、
N
H
K
札
幌
放
送
局
よ
り
初
放
送

を
し
大
い
に宣
伝
さ
れ
た。
昭
和
十
四
年
札
幌
及
び
旭川
両
放
送
局
か
ら
再
放

送
し
、
日
赤
旭
川
病
院
で
演
奏
会
を
開
催、
翌
十
五
年
滝
川
劇
場
で
北
海
道
歌

の
発
表
演
奏
会
、
ま
た
N
H
K
札
幌
放
送
局
か
ら
放
送、
札
幌
丸
井
記
念
館
で

演
奏
会
を
開
催
し、
昭
和
十
六
年
N
H
K
旭
川
放
送
局
か
ら
放
送、
旭
川、
定

山
渓、
月
寒、
層
雲
峡、
登
別
各
陸
軍
病
院
慰
問
演
奏
を
す
る
など
大
い
に
活

躍
し
た
が、
同
志
の
多
く
が
次
応々
召
し、
し
ば
し
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ

た
。昭
和
二
十
二
年、
滝
川
管
弦
楽
団
と
改
称、
新
し
く
編
成、
昭
和二
十
五
年

十
一
月
三
日、
鈴
木
善
治、
翌
二
十
六
年
は
滝
川
管
弦
楽
団、
昭
和三
十二
年

に
木
原
義
雄、三
十
四
年
に
は
神
原
英
貞
が
滝
川
町
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
た。

ま
た、
昭
和
三
十
五
年
の
朝
日
新
聞
に
熱
心
な
研
究
団
体
と
し
て
天
下
に
紹

介
さ
れ
大
い
に
面
目
を
施
し、
そ
の
実
力
技
術
の
面
は
も
ち
ろ
ん、
そ
の
熱
心

さ
に
お
い
て
も
滝
川
の
誇
り
の
一
つ
と
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和三
十
四
年
十
月、

「ヤ
マ
ハオ
ル
ガン
教
室
」
が
小
中
学
校
児
童
生
徒

を
対
象
と
し
て
中
川
文
潮
堂
で
発
足
し
た
。
日
本
楽
器
ヤ
マ
ハ楽
器
代
理
店
と

し
て
依
頼
さ
れ
て
始
め
た
も
の
で、福

田
聡、村

木
悠子
が
指
導
に
当
た
っ
た
。

ま
た、
同
時
に
文
潮
堂
で
は
「
ピ
アノ
教
室
」
を
併
置
小
中
高
校
生
希
望
者

の
指
導
が
始
ま
り、
三
十
五
年
五
月
一
日
「ヤ
マ
ハ音
楽
教
室
滝
川
会
場
」
と

改
称、
幼
児
科、
児
童
科
を
置
き
各二
ヵ
年
の
練
習
期
限
を
設
け、
幼
児
科
は

滝
川
幼
稚
園
を
会
場
に
練
習
し
て
い
た
。

昭
和三
十
五
年
九
月
一
日、
「滝
川
音
楽
セン
ター
」
が
結
成
設
立
さ
れ
た。

こ
れ
は、
戦
後ラ
ジ
オ、
テレ
ビ
の
普
及
に
よ
っ
て
音
楽
は
驚
異
的
な
発
達
を

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動
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第
十
三
編
生
活
と
文
化

し
た
が
、
やや
も
す
れ
ば
正
し
い音
楽
か
ら
か
け
離
れ
た
流
行
歌
的
音
曲
に
は

し
る
傾
向
が
現
れ
た
の
で、
正
し
い
音
楽
的
趣
味
を
青
少
年
層
に
普
及
培
養
に

努
め
明
る
い
社
会
建
設
を
目
指
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

指
導
者
は、
音
楽
理
論
奈
良
勝
博
・
松
浦
真、
管
楽
科
松
浦
欣
也、
ギ
ター

科
木
原
義
春、
オ
ル
ガン
・
ピ
ア
ノ
科
五
十
嵐
真
理
・
森
本
義
雄、
声
楽
科
奈

良
み
ち
・
中
森
由
紀
子
、
謡
曲
科
菊
地
知
・
高
畑
宜
雄
・
中
森
重
雄
で、
会
長

は
松
田
新
之
助
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日、
福
田
聡
の
個
人
経
営
で
「
滝
川
楽
友
ピ
ア
ノ
教

室
」
が
開
設、
ヤ
マ
ハ教
室
を
終
わ
っ
た
小
中
高
校
生
及
び
ピ
ア
ノ
愛
好
者
一

般
を
指
導
し、
毎
年
一
回
発
表
演
奏
会
を
開
い
て
お
り、
四
十
五
年
九
月
に
は

国
際
的
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
宮
沢
明
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
、
市
民
会
館
で
開
催

し
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
年
九
月、
木
原
義
春
は
写
真
館
ス
タ
ジ
オ
の
一
室
に、
児
童
の

絵
画
と
音
楽
の
教
室
を
開
設
し
、
三十
年
の
文
化
祭
に
はバ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏

を
発
表
し
た。
そ
の
後
、
芸
能
祭
参
加、
慰
問
演
奏、
発
表
演
奏、
H
B
C
テ

レ
ビ
出
演
な
ど
活
発
な
活
動
を
展
開、
昭
和
三
十
五
年
一
月
滝
川
児
童
楽
器
研

究
所
を
「
滝
川
バ
イ
オ
リン
研
究
所
」
と
改
称、
同
年
八
月
滝
川
市
開
基
七〇

周
年
記
念
第三
回
発
表
演
奏
会、
同
年
十
一
月
N
H
K
テ
レ
ビ
に
出
演
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月、

一の
坂
の
白
滝
荘
で、
元
人
造
石
油
会
社
の
婦
人
達

が
主
と
な
っ
て、
混
迷
し
た
世
相
の
中
で
若
い
人
々
の心
に
喜
び
と
潤
い
を
持

も
美
し
い
歌、
き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
与
え
よ
う
と
し
て
発
足
し
た
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
の
後、
昭
和
二
十
七
年
滝
川
化
学
が
破
産
し
、
建
物
解
体
中
の
松

庫
商
事
浅
野
秋
夫が
中心
に
な
り、
指
導
者
に
松
浦
真
を
迎
え、

「白
滝
合
唱

団
」
と
命
名、
行
事
と
し
て
は
不
定
期
に
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サー
ト
の
開
催、
二

十
九
年
八
月
N
H
K
「私
た
ち
の
合
唱
」
の
時
間
に
放
送、
昭
和三
十
三
年
六

月
市
制
施
行
行
事
に
「市
制
施
行
讃
歌
」
を
公
開、
三十
四
年
に
は、
創
立
十

周
年
記
念
発
表
会
を
開
催、
ま
た
毎
年
文
化
祭
出
場
を
し
て
き
た
。

昭
和三
十
四
年
十
一
月、
滝
川
電
報
電
話
局
職
員
の
組
合
活
動
の
一
環
と
し

小
松
利
三
を
代
表
者、
西
小
持
田
勇
を
指
導
者
に
同
好
会
員
と
し
た
コー
ラ
ス

サー
ク
ル
が
誕
生、
名
称
も
「
滝
川
電
通
歌
声
コ
ー
ラ
ス」
と
い
っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
四
月
に
設
立
の
「滝
川
市
婦
人
会
音
楽
部
」
は、
発
足
以
来

そ
の
活
躍
も
目
ざ
ま
し
く、
各
種
大
会
に
出
演、
昭
和
四
十
四
年
七
月、
H
B

C
テ
レ
ビ
ノ奥
様
ス
タジ
オッ、

同
年
十
一
月、
N
H
K
テ
レ
ビ
ノ音
楽
の
広

場
〟、
四
十
五
年
十
二
月
、
N
H
K
の
ど
自
慢
出
演
全
国
放
送、
昭
和
四
十
七

年
四
月、
H
B
C
テ
レ
ビ
モ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ャン
ボ
出
演、
四
十
九
年
七
月、
U

H
B
テ
レ
ビ
ノフ
ラ
イ
デ
ー
奥
さ
ん
々
に
出
演
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
発
表
も
ま
た

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
四
月
設
立
の
「滝
川
市
青
少
年
吹
奏
楽
団」
は
、
札
幌
で
行

な
わ
れ
る
北
海
道
吹
奏
楽
コン
ク
ー
ル
に、
四
十
六
年
以
降
毎
年
出
場、
初
回

は
「銀
賞
」
四
十
七
年
「
銅
賞
」
四
十
八
、
九
年
は「金

賞」五
十、
五
十
一
年

は
「
銀
賞
」
と
好
成
績
を
示
し、
全
道
吹
奏
楽
で
そ
の
名
を
輝
か
し
て
い
る
。

ま
た、
昭
和
四
十
九
年
四
月
の
N
H
K
テ
レ
ビ
ノ音
楽
の
広
場
”
に
出
場
好

評
を
博
し
た
。

詩
吟

昭
和三
十
五
年
六
月、
滝
川
市
招
魂
祭
の
当
日、
越
沢
三

郎
が
札
幌
市
旭
昭
流
詩
吟
師
範
芝
崎
旭
峯
を
招
へ
い
し、
忠
魂
碑
前
に
て
奉
納

吟
詠
を
行
っ
た
。
「英
霊
還
故
山
」
「噫
々
硫
黄
島
」
の
二
詩
で、
遺
族
を
始
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め
来
賓
有
志
多
数
に
多
大
の
感
銘
を
与
え
た。

そ
の
後、
越
沢
三
郎、
川
越
ク
ニ
ェを
中
心
に
同
好
者
を
集
め、
同
年
六
月

末
「
滝
川
吟
詠
会
」
を
結
成
し
、
毎
週
芝
崎
旭
峯
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

や
が
て、
吟
詠
が
急
速
に
広
ま
り
市
内
に
は、
桜
雲
会、
滝
鶯
会
、
岳
風

会
、
鈴
鶯
会、
泉
桜
会、
霞
桜
会
が
設
立
さ
れ
盛
会
で
ある
。

ま
た、
こ
れ
ら
の
中
に
は、
昭
和
四
十
年
九
月、
日
本
吟
詠
連
盟
全
道
コン

ク
ー
ル
競
吟、
個
人
優
勝
丹
野
鶯
園
(雅子)、

同
五
十
年
六
月
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー

ド
全
国
大
会
北
海
道
地
区
大
会
で
優
勝、
全
国
大
会
出
場
の
酒
井
悠
鶯
(愛子
)

な
ど
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

民
三
謠

滝
川
民
謡
研
究
会
の
創
始
者
竹
村
与
作
(竜正)

は、
明
治

二
十
二
年
五
月三
十
日
富
山
県
に
生
ま
れ、
明
治
二
十
六
年三
月
渡
道
、
栗

沢
、
角
田、
沼
田
に
転
住、
大
正
三
年
四
月
か
ら
小
樽
山
崎
竜
月
に
師
事
し
て

奥
義
を
極
め、
大
正
五
年
四
月
講
師
の
免
許
状
と
竜
正
の
号
名
を
受
け
た
。

大
正
十
二
年
七
月
二
十
四
日、
滝
川
町
に
転
住
し
、
食
堂
経
営
の
傍
ら
同
好

者
を
集
め
「滝
川
美
音
会
」
を
結
成
し
、
会
員
三
十
余
名
と
民
謡
の
練
習
を
始

め、
そ
れ
以
来
毎
週
一、
二
回
の
練
習
を
続
け
て
き
た
が、
昭
和
十
七
年
戦
争

が
激
し
く
な
る
と
共
に
一
時
中
断
し
た
。

昭
和二
十
四
年
九
月、
再
会
し
会
名
を
「
滝
川
民
謡
研
究
会
」
と
改
め、
続

い
て
二
十
五
年
十
月、
北
海
道
中
部
民
謡
代
表
者
の
参
集
を
求
め
「北
海
道
中

部
民
謡
連
合
会
」
を
結
成、
そ
の
初
代
会
長
に
推
さ
れ
た
(二
代
赤
平
高
松
豊
弘
、

三
代
深
川
竹
岡
亀
寿)。

参
加
二
七
カ
町
村
、
会
員
六
百
余
名
と
い
う
盛
況
で
あ
っ

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

た
。

昭
和
三
十
四
年
一
月
、
会
長
を
辞
し
、
顧
問
兼
審
査
委
員
長
と
な
っ
た
が、

そ
の
後
こ
れ
も
辞
し
て
滝
川
民
謡
研
究
会
の
講
師
と
し
て、
後
進
の
育
成
に
精

進
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
三
月
二
十
九
日
、
市
の
民
謡
愛
好
者
が
市
民
会
館
で
民
謡
発

表
会
を
開
催
し
た
が、
こ
れ
が
動
機
と
な
っ
て
「滝
川
民
謡
振
興
会」
を
結
成

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
ち
ょう
ど
各
種
選
挙
が
行
わ
れ
た
た
め、
一時
保
留
さ
れ、
九
月

二
日
、
滝
川
消
防
第
二
分
団
番
屋
で
結
成
さ
れ、
滝
川
民
謡
振
興
会
の
発
足
を

見
る
に
至
っ
た
。

昭
和三
十
五
年
十
二
月
二
日、
セ
ン
ト
ラ
ル
劇
場
で、
第
一
回
滝
川
市
民
謡

振
興
会
発
表
並
び
に
素
人
の
ど
自
慢
大
会
を
開
催
し
た
が、
民
謡、
浪
曲、
舞

踊
な
ど
に
会
員
四
十
名
余
が
出
場、
民
謡、
歌
謡
に
は
近
接
町
村
か
ら
十
数
名

が
出
場、
会
場
に
は
八
百
余
名
の
入
場
者
が
あ
っ
て
盛
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
滝
川
民
謡
連
合
会
が
発
足、
現
在
で
は
滝
川

民
謡
隆
城
会、
振
興
会、
晴
友
会、
研
究
会、
鵬
生
会、
竜
正
会、
吟
栄
会、

新
生
会
な
ど
が、
そ
れ
ぞ
れ
技
能
の
陶
冶と
発
展
向
上
に
つ
と
め
親
睦
を
深
め

て
い
る
。

昭
和
三
十
六
年
から
五
十
二
年
ま
で
の
各
支
部
の
業
績
を
見
る
と
、
優
勝
・

準
優
勝
の
域
に
あ
る
も
の
と
し
て、
空
知
地
区
民
謡
連
合
会
競
演
大
会
北
海
道

民
謡
の
部
に
は、
又
村
錦
星、
寺
内
城
月、
川
野
暁
香、
伊
藤
錦
城、
相
模
湖

陽
、
佐
藤
湖
葉、
神
馬
美
智
子、
岩
崎
渓
章、
加
藤
弓
紀
子
、
吉
岡
隆
紅
ら
の

名
が
み
ら
れ、
追
分
節
の
部
で
は、
山
上
晴
春、
青
山
徐
子、
佐
藤
久
江、
横

井
ッジ、

荒
井
裕子、

さ
ら
に
全
国
民
謡
の
部
に
は、
野
月
吟
麗
、
斉
藤
恵
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第
十
三
編
生
活
と
文
化

宝、
北
村
湖
渓、
本
野
湖
隆、
目
黒
敏
弘
ら
の
活
躍
が
見
受
け
ら
れ
る
。

な
お、
空
知
地
区
民
謡
名
人
位
大
会
に
お
け
る
名
人
位・
準
名
人
位
に
は、

又
村
錦
星、
斉
藤
恵
宝、
北
村
湖
渓、
野
月
吟
麗
、
佐
藤
久
江
、
相
模
湖
陽
ら

が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
他、
団
体
優
勝
も
あ
り
滝
川
民
謡
振
興
会、
滝
川
民
謡
晴
友
会、
滝
川

民
謡
隆
城
会
の
名
を
見
る
。

ま
た、
昭
和
四
十
五
年、
N
H
K
の
ど
自
慢
大
会
チ
ャン
ピ
オ
ン
、
五
十
一

年
の
道
新
杯
全
道
民
謡
競
演
大
会
江
差
追
分
の
部
優
勝
に、
佐
藤
久
江
の
名
が

目
に
つ
く
。

尺

八

大
正
六
年ご
ろ
、
滝
川
種
羊
場
職
員
山
本
新
太
郎
ほ
か
数

名
の
同
好
者
が
尺
八
の
温
習
を
始
め
て
お
り、
ま
た
医
師
門
山
周
通
ら
が、
料

理
店
初
音
で
練
習
を
し
て
い
た
。
こ
れ
が
滝
川
に
琴
古
流
が
広
ま
る
動
機
と
な

っ
た
。

昭
和
五
年
十
一
月、
歯
科
医
杉
村
定
計
が
本
町
で
開
業
し
た
が、
学
生
時
代

た
し
な
ん
で
い
た
尺
八
が
滝
川
で
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
当

時
小
樽
機
関
庫
に
勤
務
の
尾
山
鈴
童
に
滝
川
出
張
教
授
を
依
頼
し
た
。
尾
山
鈴

童
は
宗
家
青
木
鈴
慕
の
高
弟
で、
奥
伝
皆
伝
の
名
手
で、
杉
村
定
計
の
学
校
の

後
輩
で
あ
る
こ
と
か
ら
快
諾
し、
昭
和
六
年
四
月
以
来
毎
週
杉
村
宅
(当時
広
小

路
五
丁
目)
で
練
習
を
開
始
し
た。
尾
山
は
勤
務
を
終
え
滝
川
へ来
て、
翌
朝
未

明
に
起
き
て
小
樽
に
帰
る
と
い
う
熱
心
な
指
導
が
続
け
ら
れ
た。

尾
山
鈴
童
に
つ
い
て
習
った
も
の
に、
杉
村
定
計、
佐
藤
民
次
郎、
山
本
新

太
郎、
石
丸了
亮、
堀
要
太
郎、
牧
野
茂、
堀
川
昭
紹、
磯
谷
兄
弟、
山
森
兄

弟
、
斉
藤
厳
郎
ら
が
あ
った
。

昭
和
九
年
十
一
月、
久
保
茂
雄
が
初
代
滝
川
町
立
社
会
病
院
院
長
と
し
て
迎

え
ら
れ
た。
久
保
は
学
生
時
代
か
ら
こ
の
道
を
極
め
て
い
た
が、
院
長
と
な
っ

て
か
ら
こ
の
道
の
中
心
と
な
っ
た
。

日
華
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
と
戦
い
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り、
練
習
の
機

会
も
な
い
ま
ま、
昭
和
十
七
年
「
竹
友
会」
と
称
し、
わ
ず
か
に
命
脈
を
存
し

て
い
た
。

昭
和
二
十
年
七
月、
札
幌
市
民
会
館
で
札
幌三
曲
会
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ

三
曲
会
に
入
会
し
て
い
た
竹
友
会
も
こ
れ
に
参
加
演
奏
を
も
っ
た
。

終
戦
後、
滝
川
駅
勤
務
の
日
野
鈴
渉
を
中
心
と
す
る
駅
員
の
同
好
者
が
練
習

を
始
め
、
ま
す
ま
す
同
好
者
が
増
加、
つ
いに
昭
和
三
十
年
二
月
八
日
、
琴
古

流
滝
川
支
部
が
結
成
さ
れ、
指
導
者
と
し
て
久
保
茂
雄、
日
野
鈴
渉
が
当
た
っ

て
い
る
。

な
お、
滝
川
に
は
尺
八
都
山
流
を
学
ん
だ
矢
田
谷
覚
山、
小
林
安
治
ら
が
い

た
。昭
和三
十
一
年
七
月
、
旭
川
市
朝
日
ビ
ル
会
館
で、
三十
二
年
七
月
に
函
館

H
B
C
会
館
で、
三
十三
年
七
月
に
は
小
樽
市
北
海
道
博
覧
会
場
で、
ま
た
昭

和
三
十
五
年
七
月
三
日
に
は
滝
川
市
民
会
館
で
演
奏
会
を
す
る
な
ど
毎
年
一
回

発
表
大
会
を
開
い
て
い
る
。

琴
明
治
四
十
二
年、
滝
の
川
東
三
丁
目
井
上
包
太
郎
の
妹
井
上ミ

ナ

は、
箏
曲
生
田
流
の
教
授
と
し
て
、
神
部
東
枝ほ
か
数
名
の
指
導
を
し
て
い

た
。
神
部
東
枝
は
奥
許
(おく

ゆるし)
を
と
り、
明
治
四
十
五
年
ご
ろ
か
ら
自

宅
で
弟
子
を
と
り
指
導
し
て
い
た。
山
本
ソ
デ
及
び
藤
田
朝
日
庵
の
芸
者
ほ
か

新
十
津
川
から
も
三
名
ば
か
り
習
い
に
き
て
い
た
。
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明
治
四
十
四
年
ご
ろ、
札
幌
から
山
田
流
の
師
匠
山
本
喜
美
勢が
、
本
町
武

田
病
院
筋
向
い
に
琴
、
三紘
を
指
導
し
数
名
の
門
人
を
も
っ
て
い
た
。

大
正
十
二
年、
駅
前
広
部
待
合
所
二
階
で
旭
川
山
田
流
師
範
飯
島
美
智
子
が

出
張
教
授
を
な
し
、
二
年
ほ
ど
続
け
て
お
り
加
賀
井
京
子
、
高
宮
さ
わ
子
ら
一

五、
六
名
が
熱
心
に
指
導
を
受
け
た
。

山
田
流
桑
原
タ
ツ
は、
砂
川
町
小
林
佐
都
美
の
門
人
で、
昭
和
七
年
頃
研
修

の
傍
ら
十
数
名
の門
人
を
い
れ三
年
ほど
指
導
を
し
て
い
る
。

昭
和三
年
頃、
小
樽
市
琴
古
流
尺
八
師
範
尾
山
鈴
童
の
妹
尾
山
小
梅が
、
本

通
り
三
丁
目
早
川
惣
次
郎
宅
二
階
を
借
り
、
生
田
流
琴
の
指
導
を
始
め、
広
部

美
恵、
寒
河
江
澄
子、
佐
藤
ト
ミ
子、
早
川
文
子
等
の
子
供
の
ほ
か
出
村
コ
ス

ミ、
河
内
八
重
ほ
か
数
名
が
指
導
を
受
け
た
が、
尾
山
は
二
年
あ
ま
り
で
小
樽

に
転
居
し
た
。

昭
和
五
年ご
ろ
、
砂
川
町
前
田
雅
楽
寿
美
(小林
佐都
美)
が
出
張
教
授
に
来

て、
出
村
コ
スミ
、
小
野
ゆ
り
子
、
吉
倉
み
よ
し
、
伊
藤
ア
イ、
葛
井
よ
ね
子

ら
多
数
が
、
そ
の
指
導
を
受
け
た
。

昭
和
十
年
ご
ろ、
小
樽
から
師
範
猪
股
孝
子
を
招
い
て
、
東
通
り
五
丁
目
中

川
捨三
郎
借
家
で
指
導
を
始
め、
芳
村
貞
子
、
松
沢
つ
る
、
藤
川
八
重
ら
が
そ

の
指
導
を
受
け
、
十
七
年
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
が、
猪
股
の
去
っ
た
後、
戦

争
も
烈
し
く
な
り
、
し
ば
ら
く
中
止
の
状
態
で
あ
っ
た
。

小
林
佐
都
美
は
滝
川
の
出
身
で、
滝
川
町
婦
人
会
長
小
野
と
き
の
奔
走
で
、

滝
川
へ
の
出
張
教
授
を
始
め
た
が、
滝
川
の
琴
の元
祖
で
あ
り
恩
人
と
も
い
え

る
人
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
札
幌
市
三
曲
会
な
ど
の
す
す
め
で
札
幌
へ
転
出
し

正
派
生
田
流
大
師
範
前
田
雅
楽
寿
美
と
称し
た。
そ
れ
以
来
こ
の
道
に
精
進
し

第三
章
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多
数
の
子
弟
を
育
て、
ラ
ジ
オ・
テ
レ
ビ
に
も
出
演、
北
海
道
支
部
長
と
し
箏

曲
の
普
及
に
尽
く
し
て
い
る
。

ま
た、
今
日
の
滝
川
箏
曲
発
展
は、
出
村
雅
楽
都
美
(う
たと
み)
の
努
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
出
村
は
コ
スミ
と
い
い
滝
川
駅
に
勤
務、
初
め
尾
山

小
梅
に
つ
いて
学
び
、
の
ち
小
林
佐
都
美
に
よ
っ
て
奥
義
を
究
め
た
。

昭
和
七
年
奥
組
を
取
り、
同
十三
年
名
取
準
師
範
と
な
っ
て
雅
楽
都
美
と
称

し
、
そ
れ
以
来
空
知
太
の
自
宅
で
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
昭
和二
十二
年

師
範
の
免
状
を
受
け、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月三
日
に
滝
川
町
文
化
奨
励
賞
を

受
賞、
昭
和
三
十
三
年
七
月
に
は
大
師
範
の
称
号
を
受
け
た
。

・
こ
の
道
に
精
進
す
る
こ
と
四
十
有
余
年、
後
進
の
指
導
に
尽
力、
そ
の
門
下

に
名
取
を
と
っ
た
者
も
多
く、
久
光
雅
楽
弥
寿
(節子)、

佐
藤
雅
楽
恵
美
(恵美

子)、
江
口
雅
楽
美
耀
(う
た
み
よ・
耀子)、

橋
本
雅
楽
芳
美
(成
子)、

植
松
雅
楽

信
美
(信子)

ら
で、
昭
和
十
八
年
「滝
川
若
菜
会
」
を
組
織
し、
多
数
の
門
人

を
指
導
し
て
い
た
。

生
田
流
に
は
こ
の
ほ
か
室
木
雅
乃
が
家
元
中
島
雅
楽
之
都
に
学
び
、
昭
和二

十
九
年
十
月
文
化
劇
場
で
演
奏
会
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
旭
川
の
塚
野
大

師
範
の
指
導
を
受
け
た
早
川
雅
楽
道
(道子)

少
覚
雅
優、
岩
崎
雅
由
美
ら
が

そ
れ
ぞ
れ
数
人
の
子
弟
を
指
導
し
て
い
た。

茶 箏
曲
に
は
山
田
流
も
あ
り
、
三
浦
華
園
隣
り
で
城
里
見
が
指
導
し
て
い
た
。

道
滝
川
の
茶
道
宗
徧
流
の
歴
史
は
古
い
。
明
治
三
十
五
年
一

松
庵
宗
鶴
(山
本
タ
ッ)
が
指
導
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
宗
鶴
は
安
政

三
年
広
島
県
に
生
ま
れ、
明
治
二
十
九
年
北
海
道
に
移
住、
同
三
十
五
年
「茶

道
宗
徧
流
淑
徳
会」
と
し
て
発
足、
そ
れ
以
来
こ
の
道
に
精
進
し、
昭
和
十
年
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一月
、
八〇
歳
で
死
去
し
た
。

そ
の
後、
亡
母
の
遺
志
を
継
ぎ
二
代
目
一
松
庵
宗
鶴
(山
本ソデ)

を
襲
名
し

茶
道
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
宗
鶴
は
ま
た
滝
川
婦
人
会
の
幹
部
と
し
て
大
正
・

昭
和
に
か
け
て
奔
走
し
、
終
戦
後
昭
和
二
十
一
年
有
志
と
は
か
っ
て
滝
川
町
婦

人
会
を
再
出
発
さ
せ
、
そ
の
会
長
な
ど
社
会
に
貢
献
し
た
と
こ
ろ
が
多
く、
昭

和
二
十
七
年
十
一
月
三
日
滝
川
町
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
六
月二
十
三
日
家
元
千
宗
室
来
町、
三
浦
華
園
で
講
習
会
を
開

催
し
た。
千
宗
室
は
千
利
休
の
子
孫
で
「形
か
ら
精
神
へ、
茶
道
の
和
敬、
清

寂
の
境
地」
を
説
き
、
来
講
者
に
多
大
な
感
銘
を
与
え
た
。

そ
の
後、
宗
徧
流
明
道
会
北
海
道
支
部
と
改
称、
そ
の
会
員
は
約
五
百
名

で、
山
本
宗
鶴
と
岡
崎
宗
知
(岡
崎田
鶴子)

が
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。

昭
和二
十
一
年二
月
、
伊
藤
有
照
を
指
導
者
と
し
て
「玉
川
遠
州
流
」
が
始

め
ら
れ、
中
山
清
子、
山
田
孝
子
ら
の
同
好
者
が
時
集々
ま
っ
て
練
習
、
年
一

回
茶
会
を
開
い
て
こ
の
道
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
一
日
坂
町
中
村
ム
ラ
宅
で
高
桑
宗
敏
に
よ
り

裏
千
家
談
交
会
が
始
め
ら
れ
た
が、
昭
和
二
十
六
年
小
松
宗
信
に
よ
り
江
部
乙

支
部
に
吸
収
さ
れ、
同二
十
九
年
空
知
支
部
と
称
さ
れ
て
い
る。
昭
和三
十
年

六
月
二
十
三
日、三

浦
華
園
で
家
元
千
宗
室
来
道
を
機
会
に
講
習
会
を
開
い
た。

滝
川
で
は
朝
日
町
中
村
ム
ラ
が
指
導
者
と
な
り、こ

の
道
の
普
及
に
つ
と
め、

役
員
と
し
て
北
村
宗
喜、
杉
浦
宗
房、
金
子
多
慶、
佐
藤
ツ
ヤ、
野
村
育
子
が

あ
り
、
会
員
五
十
余
名
春
秋
茶
会
を
開
催
し
て
い
る
。

昭
和二
十
三
年
「
和
交
会
」
(中村
宗村)、

同
三
十
五
年
二
月
「淡
交
会
和
美

会
」
(北村
宗
喜)
が
創
設
さ
れ
た
。

昭
和三
十
年、
小
玉
韶
鳳
は
指
導
者
と
し
て
「
む
つ
み
会
」
(後に橘

会)
を

創
設
、
会
員
五
〇
名
を
も
っ
て
茶
華
道
に
励
み、
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。昭
和三
十
五
年
九
月
、
各
派
会
員
の
親
睦
と
茶
道
普
及
の
た
め、
滝
川
茶
道

連
合
会
を
結
成、
前
記
の
他
に
岡
田、
細
田、
上
田、
花
尻
の
各
社
中
が
加
盟

し
そ
れ
ぞ
れ
茶
道
発
展
に
尽
く
し
て
い
る
。

滝
川
市
芸
術
文
化
振
興
会

滝
川
市
民
に
優
れ
た
芸
術
文
化
を
紹
介
し
市
民

文
化
の
発
展
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
一日

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で、
事
務
所
は
滝
川
文
化
セ
ン
ター
内
に
置
か
れ
て
い

た
。

事
業優
れ
た
芸
術
文
化
事
業
の
開
催

2
市
民
芸
術
文
化
の
育
成
協
力

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
開
催

3

組
織
構
成

2 2
芸
術
文
化
に
関
連
あ
る
機
関
団
体
の
代
表
者

1

芸
術
文
化に
賛
同
す
る
各
機
関及
び
団
体
の
代
表
者

学
識
経
験
者

昭
和
五
十
年
三
月
ま
で、
顧
問
を
置
き、
滝
川
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
長

30

武
田
勝
夫、
滝
川
市
議
会
議
長
田
中
君
太
郎、
滝
川
市
長
吉
岡
清
栄、
滝
川
市

教
育
長
岡
本
義
雄
を
委
嘱
し
た
。

会
長
今
野
正
義

そ
の
他
の
趣
味
グ
ル
ー
プ

「
滝
川
文
化
史
」
に
よ
る
と
、
大
正
十
一
年
こ

ろ
、
滝
川
警
察
署
管
内
(芦別、

赤平、
浜
益、
砂川、

奈井
江、
歌志
内、
新十
津川、

江
部乙)の

猟
友
趣
味
の
会
と
し
て、
同
好
者
七
十
余
名
が
集
い、

「北
海
道
中
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央
猟
友
会
」
が
結
成
さ
れ
会
長
に
新
十
津
川
村
の
鈴
木
医
師、
副
会
長
に
久
保

正
幹、
ほ
か
幹
事
五
名
が
就
任
し、
当
時
は
狩
猟
法
規
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と

が
主
な
事
業
で、
講
演
会
を
開
い
た
り、
小
冊
子
の
発
行
を
し
て
い
た
が
数
年

で
や
め
て
し
ま
っ
た
。

当
時、
射
撃
研
究
を
目
的
に、
新
十
津
川
石
狩
川
畔
の
青
年
会
運
動
場
を
十

か
年
間
借
用
し、
射
撃
の
許
可
を
得
て
「ク
レ
ー
放
出
射
撃」
を
始
め
た
が、

こ
れ
も
来
会
者
が
年
減々
少
し
て、
数
年
後
に
は
鈴
木、
久
保
の二
名
と
な
り

借
用
期
限
も
切
れ
て
終
息
し
て
い
る
。

昭
和
十三
年、
滝
川
警
察
署
の
指
示
に
よ
り、
猟
友
会
員
は
全
員
強
制
加
入

を
命
ぜ
ら
れ
「
滝
川
猟
友
会
」
と
改
称
し、
砂
川
町
押
尾
堯
が
会
長
に
就
任
し

た
。戦
争
が
た
け
な
わ
と
な
り、
猟
友
義
勇
隊
を
結
成
し
、
初
代
隊
長
に
久
保
正

幹
が
任
命
さ
れ
た
が、
こ
の
時
代
は
す
べ
て
警
察
の
天
降
り
式
命
令
で
動
い
て

い
た
。

つ
いで
石
黒
貞
一、
神
谷
源
一
郎
、
久
保
正
幹
に
か
わ
り、
終
戦
後
は
道
庁

林
務
課
で
猟
友
会
を
解
散
し、
「
北
海
道
猟
友
会」
を
創
立
し、
「
滝
川
支
部
」

と
な
っ
て
再
発
足、
猟
政
の
一端
と
し
ての
事
務
も
取
扱
う
よ
う
に
な
り、
狩

猟
を
望
む
者
は
必
ず
支
部
を
通
じ
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

菊
作
り
は
日
本
の
伝
統
と
し
て
個
人
的
に
育
成
し
、
観
賞
し
て
い
た
者
は
古

く
か
ら
あ
っ
た
。
昭
和
の
初
め
ご
ろ
滝
川
中
学
校
長
藤
本
勇
が
菊
作
り
を
し
て

い
た
こと
は
有
名
で
あ
る
。
終
戦
後
文
化
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り、
文
化
祭
を
い
ろ
ど
る
も
の
と
し
て
菊
花
展
も
行
わ
れ
て
き
た。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
一
日
同
好
会
を
設
立、
滝
川
を
中心
に
隣
接
市
町
村

第
三
章
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を
含
め
て
滝
川
菊
花
同
好
会
を
つ
く
り
、
そ
の
後
は
文
化
祭
に
必
ず
菊
花
展
覧

会
を
開
催
し
、
市
民
の
観
賞
に
供
し
て
き
た
。

健
全
な
る
切
手
趣
味
を
発
展
さ
せ
る
た
め、
昭
和二
十
三
年
十
一
月
三
日、

近
接
町
村
に
呼
び
か
け
「空
知
郵
趣
会
」
と
し
て
発
足、
そ
の
後
、
各
種
の
切

手
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て、
趣
味
同
好
者
の
数
が
増
加
し、
各
地
に
も

そ
れ
ぞ
れ
郵
趣
会
が
結
成
さ
れ
た
の
で、
昭
和三
十
年
に
は、
滝
川
市
内
だ
け

の
会
員
に
よ
る
「
滝
川
郵
趣
会
」
と
改
称
し
た。

そ
の
こ
ろ
は、
毎
月
例
会
を
開
き、
時
に
展
示
会
を
開
催
し、
会
報
を
発

行
、
昭
和
三
十
三
年
度
の
毎
日
新
聞
主
催
の
全
日
本
切
手
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選

を
し
た
。

昭
和二
十
五
年
四
月
一
日、
戦
後の
混
乱
期
に、
平
和、
友
愛、
文
化
と
い

う
三
つ
の
信
条
の
も
と
に、
文
通
に
よ
っ
て
国
内
未
知
の
土
地
ば
か
り
で
な

く
、
広
く
世
界
各
国も
そ
の
対
象
と
し
て、
自
分
たち
の
手
で
知
識
を
ひ
ろ

め、
友
情
を
盛
り
あ
げ
た
い
と
の
願
望
に
よ
り
「
滝
川
郵
便
友
の
会
」
が
誕
生

し、
純
情
な
青
少
年
の
集
団
活
動
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

郵
便
友
の
会
に
参
加
し
て
い
る
学
校
は、
当
時
滝
川
高
校、
滝
川
工
業
高

校、
滝
川
商
業
高
校、
滝
川
江
陵
中
学
校
の
四
校
で
あ
っ
て、
各
学
校
に
は
そ

れ
ぞ
れ
「郵
便
友
の
会
クラ
ブ
」
が
作
ら
れ
顧
問
の
教
師
が
一
名
から
二
名
い

て
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
四
校
が
集
ま
っ
て
「滝
川
郵
便
友

の
会
連
合
会
」
が
作
ら
れ、
全
般
的
活
動
は
こ
の
連
合
会
で
行
っ
て
い
た
。

昭
和
二
年
三
月
、
栄
町
に
い
た
赤
沢
源
五
郎
(元
南
空
知太
小
学
校
長
、
秋
水と
号

し
た)
を
中
心
に刀
剣
を
愛
好
し
て
い
た、
以
山
慶
吉、
前
田
久
吉、
杉
本
文

吉
、
金
子
協平、

小
泉
舜三
、
中
川
捨三
郎、
斉
藤正
幸ら
に
よ
っ
て
「滝
川
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刀
剣
同
好
会
」
を
結
成
し
、
時
お
り
会
合
を
し
て
刀
剣
の
鑑
賞
をし
楽
し
ん
で

い
た
が、
終
戦
と
同
時
に
美
術
品
と
し
て
の
刀
剣
で
届
け
出
ら
れ
た
も
の
だ
け

の
所
持
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り、
本
会
は
散
会
し
た
。

滝
川
市
内
住
民
の
食
生
活
の
向
上
を
は
か
り、
料
理
に
関
す
る
知
識
技
能
の

習
得
向
上
に
努
め、
進
ん
で
実
践
研
究
す
る
こと
に
よ
っ
て
家
庭
人
の
育
成
に

役
立
て
よ
う
と
、
昭
和三
十
二
年
四
月
一
日
「滝
川
料
理
クラ
ブ
」が
誕
生
し
た
。

行
事
と
し
て
は、
料
理
講
習
会、
講
演
会、
研
究
会
な
ど
で、
会
長
は
杉
村

哲
子、
副
会
長
は
武
田
セ
イ、
神
部
テ
ル、
林
ミ
ツ
で
あ
る
。<
滝
川
文
化
史
>

荒
木
珠
好
塾
主
荒
木
多
美
男
は、
大
正
八
年
五
月二
日
金
沢
市
西
堀
川
町
の

出
身
で
、
金
沢
市
珠
光
塾
で
六
カ
月
ほ
ど
珠
算
を
修
得
し
て
、
昭
和二
十
三
年

親
が
滝
川
に
在
住
し
て
い
た
た
め
来
滝
し
電
気
工
事
の
店
舗
を
出
し
た
。

た
ま
た
ま
経
理
関
係
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
こ
と
か
ら
珠
算
の
指
導
を
乞
う
者

が
出
て
き
た
の
で、
昭
和二
十
七
年
七
月、
七、
八
名
の
希
望
者
を
指
導
し
て

い
た
と
こ
ろ、
し
だ
い
に
希
望
者
が
続
出
し、
秋
に
は
八
〇
名
を
超
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

昭
和二
十
八
年
四
月
一
日、
荒
木
珠
好
塾
(明
神町二三

〇
番
地)
を
創
設
し

て、
小
学
校二
年
く
ら
い
か
ら
一般
に
至
る
ま
で
百
余
名
が
毎
日
通
う
よ
う
に

な
り、
珠
算
熱
は
急
激
に
高
ま
っ
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
「空
知
珠
算
競
技
大
会」
で
受
賞
の
半
数
以
上
を
獲
得
す

る
好
成
績
を
収
め
た
り
「全
道
珠
算
競
技
大
会」
に
参
加
し
た
昭
和
三
十
一
年

よ
り
毎
年
の
よ
う
に
一、
二
位
を
占
め、
荒
木
珠
好
塾
の
名
を
博
し
た
。

産
業
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
に、
珠
算
に
関
す
る
調

滝
川
珠
算
連
盟

査
研
究
と
必
要
な
指
導、
助
成
を
行
い、
併
せ
て
関
係
諸
団
体
と
緊
密
な
提
携

を
以
て
、
滝
川
地
方
の
珠
算
の
普
及
向
上
並
び
に
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
を

目
的
と
し
、
昭
和三
十
八
年
十
一
月
よ
り
発
足
。
「荒
木
賞
」
を
制
定
し
て
、

毎
年
滝
川
地
区
珠
算
競
技
大
会
に
お
け
る、
小
・
中
学
生
の
部、
そ
れ
ぞ
れ
の

最
高
点
者
に
こ
れ
を
贈
る
よ
う、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
よ
り
実
施
し
て、
今

日
に
及
ん
で
い
る。
滝
川
地
区
長
本
山
英
治、
山
口
勇。

一ノ
瀬
珠
算
塾

梅
村
珠
算
塾

士)、
梅
村
幸
子

開
設
代
表
者
本
山
英
治
所
在
地
滝
川
市
泉
町
一
丁
目
一〇
番
一
八

開
設
昭
和
三
四
年
八
月
一
日
指
導
者
本
山
英
治

号
(本
校)

開
設
代
表
者
川
口
恵
美
子
所
在
地
滝
川
市
大
町
三
丁
目
二
番
一
二

滝
川
市
西
町
六
丁
目
六
番
四
五
(分
校)

開
設
昭
和
四三
年
一二
月三
日
(本
校)

同
四
八
・
六
・
四
(分
校)

指
導
者
川
口
恵
美
子
(全
珠
連
八
段
)

開
設
代
表
者
山
口
勇
所
在
地
滝
川
市
緑
町
六
十‒五
‒‒四
九

開
設
昭
和三
五
年
四
月
一
日
指
導
者
山
口
勇
(珠
算
教
育
士)

山
口
恭
子

開
設
代
表
者
佐
々
木
美
津
子
所
在
地
滝
川
市
江
部
乙
町
東
一
一
丁

目
九
ー
一
六

開
設
昭
和
三
二
・
四
指
導
者
佐
木々
美
津
子

以
上
の
ほ
か
に
市
内
に
は
次
の
塾
が
あ
る
。

朝
日
珠
算
塾
(金
田
チ
ェ
子
朝
日
町
東
一‒‒七

‒
一
八)、
荒
木
珠
好
塾
(荒
木
多
鶴

子
明神
町三
-
七-二

五)、
小
谷
珠
算
塾
(小谷
武司

花
月
町一‒

一〇
‒
一)、
滝
川
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開
設
代
表
者
田
湯
静
夫
所
在
地
滝
川
市
朝
日
町
西
一丁
目
七
番
一
一

開
設
昭
和三
五
・
五
・
一
指
導
者
田
湯
勝
子
、
惣
戸
美
華

開
設
代
表
者
梅
村
忠
雄
所
在
地
滝川
市
一
の坂
町
東一
丁
目
二
番

昭
和
四〇
年
四
月
一
日
指
導
者
梅
村
忠
雄
(珠
算
教
育

一
開
設

本
山
珠
算
塾

堺
珠
算
塾

山
口
珠
算
塾

佐
々
木
珠
算
塾
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速
算
塾
(堀江
閲子

明
神町三
十‒三
‒三
一)、
滝
川
珠
算
学
院
(小林
由
隆
朝
日町東

四‒‒一
‒二
三)、
本
間
珠
算
塾
(本間
正
義
江
部乙
東一二

一‒一
一‒
四
九)、円

山
珠
算

塾
(円
山
京子

江
部乙
町
東
一
一ー
九ー
四
六)、

た
ま
え
珠
算
塾
(渡
辺
恭子

北
滝
の

川
一
一一
七)。

自
然
石
趣
味
の
会

明
治二
十
三
年
六
月、
滝
川
(現
本町二
丁
目)
に
移
住

し
て
、
雑
貨
と
米
を
扱
う
店
を
し
て
い
た
花
摘
熊
吉
は、
な
か
な
か
の
風
流
人

で、
わ
ず
か
の
時
間
を
さ
いて
は
神
居
古
潭
石
を
採
石
し
た
り、
金
山
石
を
求

め
た
り、
台
座
を
作
り
楽
し
んで
い
た
。
当
時
の
金
山
石
の
台
座
に
「
明
治二

十
七
年
四
月
」
と
あ
る
が、
この
こ
ろ
が
滝
川
に
お
け
る
愛
石
趣
味
の
始
ま
り

で
あ
る
。

花
摘
熊
吉
が
大
正
九
年
十二
月
世
を
去
り、
二
代
目
の
花
摘
新
作も
親
ゆ
ず

り
の
書
画
を
好
み
石
を
集
め、
そ
の
台
座
は
家
具
建
具
職
人
遠
藤
勇
太
郎が
引

受
け
て
い
た
が、
遠
藤
が
石
好
き
と
な
っ
た
の

は
当
然
のこ
と
、
大
正
十
三
年
六
月
採
石
し
て

「残
雪
」
と
銘
を
う
っ
た
石
は
今
も
残
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
石
好
き
が、
少
し
ず

つ
出
て
き
た
。

雪残

昭
和
に
入
る
と
同
好
者
も
ふ
え
、
「滝
川
美

術
同
好
会
」
が
生
ま
れ、
月
一
回
会
場
持
ち
ま

わ
り
で、
書
画、
骨
董、
焼
き
物、
刀
剣、
観

賞
石
な
ど
の
交
換
会
が
開
か
れ
た
り
し
て
い

た
。終
戦
後、
昭
和
二
十
三
年
に
同
好
会
の
再
発

足が
な
さ
れ
た
が、
ま
だ
石
だ
け
の
同
好
者
は
少
な
か
った
。

そ
の
後、
徐
々
に
愛
石
熱
も
高
ま
り、
昭
和三
十
八
年
一月
に
は
三
十
余
名

の
同
好
者
が
で
き
、
同
年三
月
第
一
回
展
示
会
を
市
民
会
館
図
書
室
で
開
き、

昭
和
四
十
年
に
な
っ
て
か
ら
中
部
北
海
道
各
市
町
村
愛
石
会
の
連
合
体
を
結
成

し
第
一
回
の
連
合
展
を
滝
川
市
民
会
館
で
開
催
し
た
。

「
滝
川
自
然
石
趣
味
の
会
」
の、
昭
和
四
十
一
年
役
員
改
選
が
行
わ
れ、
小

池
勝
夫
が二
代
会
長
に
選
ば
れ
た
こ
ろ
に
は、
若
い
人
た
ち
も
多
く
な
っ
て、

一
段
と
活
発
に
な
った
。

昭
和
四
十
三
年
、
再
び
金
子
協
平
が
会
長
に
つ
い
た
と
き
が、
石
ブ
ー
ム
の

最
高
潮
時
代
で
一
般
大
衆
の
中
に
も
拡
が
っ
て
い
った。

売
ら
れ
る
石
も
多
種

多
様
で、
美
石、
化
石、
加
工
石、
自
然
石
と

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
買
う
人
も
多
か
った。

昭
和
四
十
九
年
に
入
っ
て
から
は、
全
国
的

に
石
の
趣
味
は
少し
ず
つ
落
ち
付
き、
一時
的

ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
愛
好
者
は
し
だ
い
に
影
を
ひ

そ
め、
本
当
に
石
を
好
む
人
た
ち
の
み
が
残
っ

て
き
た
と
い
う
感
じ
が
す
る
よ
う
に
な
り、
一

時
の
お
祭
り
騒
ぎ
は
な
く
な
り
、
い
い
意
味
の

愛
石
熱
の
こ
も
った
人
た
ち
の
静
か
な
歩
み
と

な
っ
た
。

会
員
の
減
少、
探
石
旅
行
な
ど
を
し
て
も
良

い
石
も
な
く
、
展
示
会
も
思
う
よ
う
に
で
き
な

く
な
り、
若
手
後
継
者
も
集
ま
り
が
な
く
な
っ

宝 亀
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た
の
で
、
昭
和
五
十
四
年
八
月二
十
二
日
「自
然
石
趣
味
の
会
」
は
解
散
し

た
。
会
長

一期
金
子
協
平、
二
期
(昭
44)
小
池
晴
夫、
三
期
(昭
43)
金
子
協
平、
四
期

(昭
46)
上
野
圭
介、
五
期
上
野
圭
介

な
お、
滝
川
愛
石
の
歴
史
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
は
昭
和
二
十

九
年
か
ら
四
十二
年
ま
で
時
お
り
滝
川
を
訪
れ
た
書
道
家
上
田
桑
鳩
の
空
知
川

探
石、
昭
和
四
十
三
年
開
道
百
年
に
あ
た
り
、
天
皇
・
皇
后
両
陛下
本
道
に
お

い
で
の
時、
旭
川
工
専
の
御
座
所
に
て、
滝
川
の
会
から
陣
上
哲
弥
秘
蔵
の
石

ほ
か
松
尾
政
治、
高
沢
清、
金
子
協
平
の石
を
御
覧
頂
い
た
こと
な
ど
で
あ
る
。

滝
川
ハ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ

昭
和
四
十
七
年
八
月、
狩
猟
法
に
基
づ
く
狩
猟
免

許
者
に
よ
り、
北
海
道
猟
友
会
滝
川
支
部
を
結
成
し、
単
な
る
部
会
活
動
の
み

で
は
な
く
、
自
主
団
体
と
し
て
銃
器
に
よ
る
事
故
防
止、
無
違
反、
会
員
親
睦

を
目
的
と
し
、
有
害
鳥
獣
(から

ず、
山
鳩、
狐、
野
兎)
の
駆
除、
鹿
共
同
狩
猟、

銃
刀
法、
狩
猟
法
の
講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

結
成
時
は
会
員
一
〇
〇
名
、
昭
和
五
十
四
年
九
月
に
は、
江
部
乙
部
会
を
合

併
し
、
行
政
区
域
内
一
本
化
を
図
り
、
五
十
四
年
現
在、
会
員
一
一〇
名
で
あ

る
。特
筆
さ
れ
る
活
動
と
し
て
は、
ご
み
埋
立
地
周
辺
に
お
け
る
鳥
駆
除、
市
営

牧
場
の
狐
駆
除
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

歴
代
会
長

古
館
健
一
(昭
和
四
年)

佐
木々
市
之
助
(昭
和
三
年
)

昭
和
四
十
五
年
四
月、
愛
釣
者
の
親
睦
と
自
制
心
を
養

い
釣
師
の
模
範
と
な
る
よ
う
心
が
け、
地
域
社
会
に
貢
献、
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
結
成
し
、
総
会
を
毎
年
一
月
行
っ
て
行
事
を
決
定
。
釣
大
会
の
開

催
、
釣
情
報
の
交
換、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
など
の
事
業
と
し
て
は、
十
周
年

記
念
と
し
て
滝
の
川
公
園
桜
苗
木
の
植
樹、
滝
川
公
園
稚
魚
放
流
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

結
成
当
時
会
員
一
七
名
も
、
昭
和
五
十
四
年
度
四
八
名
と
な
り
、
滝
川
市
近

郊
在
住
者
に
よ
り
、
親
睦
を
た
か
め
て
い
る
。

歴
代
会
長
昭
和
瑩
・四

四七・
一

本間
将
晴

1111

!
五二・三
五四・

佐
藤
庄三

-

現・ ニ・

斉
藤
清
寿
昭
和
宅
・三
咒
・

鈴
木
光
夫

“
二

五五

"

心
五四・三

石
狩
川
へ
ら
鮒
釣
研
究
会

昭
和
四
十
七
年
四
月、
へら
鮒
釣
の
研
究
と
愛

好
者
を
も
っ
て
組
織
し、
会
員
相
互
の
親
睦
と
併
せ
て、
釣
場
の
保
護
と
へ
ら

鮒
の
愛
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
、
は
じ
め
一六
名
で
あ
っ
た
会
員

も
、
五
十
四
年
現
在
で
は
二
七
名
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
四
月
に
は、

「例
会
規
定
」
を
制
定、
こ
の
規
定
の
周
知
徹
底

を
し
、
本
会
目
的
に
添
う
釣
人
と
な
る
よ
う
、
相
互
研
さ
ん
に
努
め、
親
睦
を

深
め
て
い
る
。

な
お、
規
定
に
は、
例
会
入
賞
に
つ
い
て(1)重

量
の
部、
()身
長
の
部、
33

注
意
事
項
が
あ
り
、
年
間
賞
に
お
いて
は(1)重

量
の
部
、
2)身
長
の
部
、
3)皆

勤
賞
と
な
っ
て
い
て
得
点
に
つき
明
示
し
て
い
る
。

釣
っ
た
魚
は
持
ち
帰
ら
ず
、
放
流
し
て
鮒
の
保
護
に
努
め、
将
来
へ
の
楽
し

み
を
持
続
し
て
い
る
こと
、
西
五
丁
目
沼
の
公
園
化
と
へら
鮒
釣
場
の
造
設
に

よ
る
将
来
の
観
光
要
請
な
ど
は、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
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北
村
正
雄
(昭
和
四
年
)

滝
川
市
滝
釣
会

岸
二
郎
(昭
和
五
年
)

湯
浅
直
市

五一・一
四九・二

樋郡
英
雄



歴
代
会
長

山
本
芳
雄
(昭
和
四
・四)

井
上
富
一
(昭
和
受
・一～
現
在)

滝
川
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

昭
和
三
十
五
年、
滝
川
地
方
に
ハ
ム
グ

ル
ー
プ
誕
生、
そ
の
後
グ
ルー
プ
と
し
て
テ
ス
ト
の
段
階
を
経
て
い
た
が、
昭

和
四
十
五
年
四
月
、
滝
川
ア
マ
チ
ュア無

線
ク
ラ
ブ
結
成
の
運
び
と
な
っ
た
。

「営
利
を
目
的
と
し
な
い
で
ア
マ
チ
ュア
無
線
の
健
全
な
る
発
達
を
図
り
、

会
員
相
互
の
友
好
を
躍
進
し
併
せ
て
無
線
科
学
の
向
上
と
発
展
に
寄
与
す
る
」

を
目
的
に、
滝
川
市
及
び
新
十
津
川
町
に
在
住
す
る
も
の
に
よ
っ
て
構
成
し
、

会
員
は、
ア
マ
チ
ュア
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
無
線
従
事
者

の
資
格
を
有
す
る
正
員
と、
上
記
以
外
の
者
で
あ
っ
て
ア
マ
チ
ュア
無
線
技
術

に
興
味
を
有
す
る
準
員
の二
種
の
ほ
か
に、
家
族
会
員
が
あ
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
一般
的
に
は
趣
味
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
格
調
の

高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は、
ア
マ
チ
ュア
無
線
に
は
科
学
性、
社
会
性、
国

際
性
が
あ
り、
他
の
趣
味
に
な
い
電
波
法
と
い
う
裏
付
け
が
あ
り
、
そ
の
権
利

が
守
ら
れ
る
と
共
に
正
し
い
運
用
と
い
う
義
務
行
為
も
果
た
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

歴
代
会
長
昭
和
翌
年
異
年

石
井

豊
〃
三
年

山
口
真
彰
ク
三三年

ゴ
ル
フ

大
崎
俊
逸
♪昭
和
三
十
八
年
ご
ろ
か
ら
気
軽
に
楽
し
め
る
ゴ
ル
フ
場
の

建
設
を
望
む
愛
好
者
の
声
が
急
速
に
高
ま
り、
健
康
増
進、
レ
ジ
ャー
、
憩
い

の
場
と
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

◎
空
知
ゴ
ル
フ
場

砂
川
市
字
富
平

昭
和
三
十
九
年
「株
式
会
社
空
知
ゴ
ル
フ
場
」
が
創
立
さ
れ、
翌
四
十
年
六

第
三
章

社
会
・
文
化
活
動

アマチュア無線

渡
辺

一男
昭
和
四
年

真
島
寅
行

佐
藤
定
市

11.

五
年
咒
年

一
岡
外
喜
男
〃
三
年
磊四年

空知ゴルフ場18番ホール

滝川市民ゴルフ場
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第
十三
編
生
活
と
文
化

月
、
コー
ス
を
完
成
し
て
オ
ープ
ン、
四
十
七
年
「空
知
観
光
開
発
会
社」
と

改
称、
創
立
以
来
の
出
資
者
な
ど
が、
役
員、
社
員
と
し
て
経
営
を
続
け
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

コ
ー
ス
規
模
は、
一八
ホ
ー
ル、
五、
五
九
三
メ
ー
ト
ル、
パ
ー
七
二
で
あ

る
。

◎
松
尾
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

明
神
町
四
丁
目‒‒八

代
表
者
松
尾
政
治

昭
和
四
十
二
年
創
立、
会
員
制
に
よ
り
経
営
、
会
員
二
〇
〇
名
。

朝
日
町
東
二
丁
目
―‒七

経
営
者
新
保
俊
雄

◎
滝
川
ゴ
ル
フ
セ
ン
ター

泉
町
経
営
者
滝
川
振
興
公
社
社
長
吉
岡
清
栄

..

◎
滝
川
市
民
ゴ
ル
フ
場

(第
十
三
編
第
三
章
第
六
章
憩
い
の
場
に
記
述)

ゴ
ルフ
愛
好
者
の
状
況

◎
空
知
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
滝
川
市
内
外
の
愛
好
者
を
対
象
と
し
、
事
務

局
を
砂
川
市
富
平
空
知
ゴ
ル
フ
場
ハウ
ス
内
に
置
く
。

◎
滝
川
ゴ
ルフ
同
好
会

代
表
者
関
矢
孝
一
昭
和
四
十
四
年
五
月
発
足、

会
員
一
三〇
名
。

◎
若
葉
会
代
表者 :

神
部

滝
川
市
(近
隣
を含
む)
居
住
又
は
勤
務
す
る
人
の
同
好
会
と
し
、
初
心
者
の

育
成
と
親
睦
に
努
め、
事
務
局
を
栄
町
三
丁
目
高
畑
運
動
具
店
内
に
置
く
。

和
典

昭
和
四
十
五
年
発
足
、
会
員
は
主
に
建
設
業
者
で
六
〇
名、
事
務
局
を
大
町

一丁
目
‒‒八

滝
川
建
設
協
会
内
に
置
く
。

市
役
所
ゴ
ル
フ
同
好
会

◎
代
表
者
東
藤
順
治

昭
和
四
十
八
年
七
月
発
足、
会
員
三
四
名、
事
務
局
を
市
役
所
内
労
働
福
祉

課
内
に
置
く
。

◎
中
山
組
不
二
建
設
ゴ
ル
フ
同
好
会
代
表
者
中
山
健
三

昭
和
五
十
二
年
発
足
、
会
員
三
一
名
、
事
務
局
を
明
神
町
四
丁
目
中
山
組
内

に
置
く
。

◎
ゴ
ン
ロ
ク
会
滝
川
支
部
代
表
者
柳
清
治
滝
高
一
九
五
六
年
卒
業
生

を
会
員
と
し
、
滝
川
市
在
住
者
中、
二
〇
名
の
ゴ
ル
フ
マ
ニ
ア
に
よ
る
。

事
務
局
を
栄
町
三
丁
目
‒‒九

小
清
水
邦
男
宅
に
置
く
。

代
表
者
渡
辺
義
男

昭
和
三
十
一
年
発
足
、
会
員
二
五
名
、
事
務
局
を
滝
川
高
校
内
に
置
く
。

◎
滝
高
ゴ
ル
フ
クラ
ブ

滝
川
工
業
高
校
職
員
ゴ
ル
フ
同
好
会

昭
和
五
十
三
年
発
足
、
会
員
一
二
名
、
事
務
局
を
滝
川
工
業
高
校
内
に
置

√

0

◎
ウ
エ
ス
ト
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
代
表
者
道
川
順
也

昭
和
五
十
四
年
発
足
、
会
員
一
四
名、
事
務
局
を
滝
川
西
高
校
内
に
置
く
。

北
門
猛
打
会
代
表
者
宮
本
三
伎
男

◎
昭
和
四
十
二
年
発
足、
会
員
二
五
名、
事
務
局
を
本
町
一
丁
目
‒‒二
、
北
門

信
用
金
庫
本
店
内
に
置
く
。

◎
三師
会
代
表
者
守
屋
守
同
好
者
一
五
名、
親
睦
行
事
と
し
て
実
施

す
る
。

◎
江
部
乙
ナ
イ
ス
チ
ョ
ット
の会

代
表
者
三
栗
自
然

昭
和
五
十
三
年
発
足
、
会
員
一
八
名、
事
務
局
を
江
部
乙
町
西
一一
丁
目
管

原
清
吉
宅
に
置
く
。
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◎

代
表
者
井
畑
定
哲
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